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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外ボランティア
	日系JV	＝	日系社会青年ボランティア
	日系SV	＝	日系社会シニア・ボランティア（単位：人）

■	合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,673
（735／938）

256
（184／72）

83
（27／56）

29
（11／18）

2,041
（957／1,084）

累計
（男性／女性）

44,913
（23,919／20,994）

6,497
（5,256／1,241）

1,476
（563／913）

542
（252／290）

53,428
（29,990／23,438）

■	アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 32 2
エスワティニ 4 1
エチオピア 30
ガーナ 45 2
ガボン 18 7
カメルーン 18 1
ケニア 40 6
ザンビア 73 11
ジブチ 11
ジンバブエ 5
スーダン 10
セネガル 42 3
タンザニア 59 3
ナミビア 13
ブルキナファソ 14
ベナン 47
ボツワナ 12
マダガスカル 30
マラウイ 56
南アフリカ共和国 4 6
モザンビーク 37 3
ルワンダ 41
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 18 3 6
ウルグアイ 6
エクアドル 50 5
エルサルバドル 8
キューバ 1
グアテマラ 21 3
コスタリカ 22 10
コロンビア 14 12
ジャマイカ 22 12
セントビンセント 4
セントルシア 8
チリ 5 4
ドミニカ共和国 37 7 3 1
ニカラグア 1
パナマ 13 1
パラグアイ 38 2 7 2
ブラジル 68 20
ベリーズ 14
ペルー 43 5
ボリビア 34 1 2
ホンジュラス 25
メキシコ 2 9

■	中南米地域
国名 JV SV

インド 13
インドネシア 12 2
ウズベキスタン 24 7
カンボジア 26 10
キルギス 26
スリランカ 22
タイ 31 5
タジキスタン 3
中華人民共和国 10
ネパール 50 4
東ティモール 31
フィリピン 28 2
ブータン 18 6
ベトナム 39 16
マレーシア 19 7
ミャンマー 9 4
モルディブ 13
モンゴル 37
ラオス 31 2

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 JV SV

セルビア 1 2

国名 JV SV

キリバス 6
サモア 22 1
ソロモン 30 5
トンガ 14 2
バヌアツ 19 4
パプアニューギニア 29 5
パラオ 10 5
フィジー 22 3
マーシャル 8 1
ミクロネシア 7 8

■	大洋州地域

国名 JV SV

イラン 1
エジプト 14 3
モロッコ 21 6
ヨルダン 28

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況
（2019年6月末現在）  

現在の派遣国数

79カ国

2ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 8



ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICA海外協力隊（「シニア海
外ボランティア」「日系社会青年ボランティア」「日系社会
シニア・ボランティア」）の方々は、括弧内の冒頭に「SV」「
日系JV」「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

❶JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 16、22
バイオテクノロジー 24
青少年活動 1、6、8、10、28、36
野球 4
理数科教師 26
体育 4
小学校教育 20
美容師 14
栄養士 18
福祉用具 25

■国別索引 掲載ページ
ウガンダ 4
エクアドル 24
グアテマラ 14
ケニア 18
ジブチ 10
セントルシア 6
東ティモール 22、25
ブータン 20
ブルキナファソ 4
ホンジュラス 1
マラウイ 26、36
ラオス 8
ルワンダ 16

■出身都道府県別索引 掲載ページ
宮城県 20
群馬県 25
埼玉県 10
東京都 6、14
新潟県 8、22
岐阜県 36
愛知県 26
大阪府 16
長崎県 18、24

2019 AUG

	 22	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（東ティモール・コミュニティ開発・2016年度3次隊）

	 24	 希少職種図鑑
	 	 ▶︎バイオテクノロジー　 さん（SV／エクアドル・2015年度1次隊）
	 	 ▶︎福祉用具　 さん（東ティモール・2016年度1次隊）

	 26	 JICA	Volunteer’s	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 エネルギー総合プロデュース企業	社員　 さん（マラウイ・理数科教師・2011年度1次隊）

	 28	 OB・OG匿名座談会
	 	 青少年活動篇

	 30	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 好きな布でエコバッグをつくろう！／筋トレで健康に！／あるもので思い出の味

	 32	 INFORMATION	

	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「生活の知恵」

	 35	 JICA進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役の紹介

     特集1

      青少年活動分野の活動ポイント
 6	 CASE	1　少女自立支援施設
	 	 さん（セントルシア・青少年活動・2016年度2次隊）

 8	 　　CASE	2　青少年センター
	 	 さん（ラオス・青少年活動・2016年度2次隊）

 10	 　CASE	3　難民支援
	 	 さん（ジブチ・青少年活動・2016年度3次隊）

 12	 　活動Q＆A集

 4	 JICA	Volunteers’	NEWS
 　	 東京オリンピック野球競技	アフリカ予選大会
	 	 ▶︎予選大会での経験をウガンダ野球の発展につなげる（ウガンダ）
	 	 ▶︎体育隊員がブルキナファソ野球代表チームを総合的にサポート（ブルキナファソ）

   特集2

      任期序盤の留意点
 14	 　CASE	1　自己PR
	 	 さん（グアテマラ・美容師・2016年度4次隊）

 16	 　CASE	2　活動スタイルづくり
	 	 さん（ルワンダ・コミュニティ開発・2016年度4次隊）

 18	 　CASE	3　課題発見
	 	 さん（ケニア・栄養士・2016年度3次隊）

 20	 　CASE	4　ネットワークづくり
	 	 さん（ブータン・小学校教育・2016年度3次隊）

3 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 8

Contents



 

4ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 85 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 8

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
8
月
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
野
球
国

内
大
会
決
勝
で
ク
ド
ゥ
グ
（
任
地
）
の
チ
ー
ム
が

競
り
負
け
、
あ
る
選
手
が
悔
し
涙
を
流
し
て
い
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
こ
れ
が
代
表
チ
ー
ム

の
コ
ー
チ
と
し
て
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　
私
の
普
段
の
活
動
は
、
学
校
で
の
体
育
授
業
の

実
施
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
だ
。
日
本
か
ら
野
球

道
具
の
支
援
を
受
け
、
少
年
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

そ
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
既
存
の
高
校
生

野
球
チ
ー
ム
は
思
春
期
特
有
の
反
抗
心
が
あ
り

手
を
焼
い
た
が
、
少
年
チ
ー
ム
を
中
心
に
指
導
し

て
い
く
う
ち
高
校
生
チ
ー
ム
も
熱
が
高
ま
り
、
国

内
大
会
優
勝
を
目
標
に
始
動
し
た
。

　
そ
の
国
内
大
会
は
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
が
、
高

校
生
の
普
段
見
ら
れ
な
い
真
剣
な
表
情
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。「
彼
ら
が
本
気
な
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
せ
て
み
よ
う
か
」
と
思
い
、
他
県
の
選
手
に

も
声
を
か
け
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
に
向
け

た
代
表
選
考
会
を
企
画
し
、
首
都
で
開
催
。
ク
ド

ゥ
グ
か
ら
は
3
人
が
代
表
入
り
し
た
。
多
く
の
代

表
選
手
が
所
属
す
る
首
都
チ
ー
ム
の
練
習
も
こ

の
国
特
有
の
緩
さ
が
あ
り
、
本
番
の
試
合
で
は
過

度
の
緊
張
か
ら
動
け
な
く
な
る
の
が
目
に
見
え

た
。
普
段
の
練
習
に
緊
張
感
を
持
た
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
週
末
は
任
地
の
選
手
と
上
京
し
、

3
週
に
1
度
は
紅
白
戦
を
実
施
し
た
。

　
予
選
大
会
の
遠
征
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
た
。
予
算
オ
ー
バ
ー
で
ほ
か
の
ホ
テ
ル

を
出
発
前
日
に
探
す
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
や
、パ

ス
ポ
ー
ト
手
続
き
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
た
が
、チ

ー
ム
プ
レ
イ
で
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。

　
ガ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
大
会
1
次
予

選
を
無
事
に
勝
ち
上
が
り
、19
年
5
月
1
日
に
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
の
2
次
予
選
を
迎
え
た
。14

人
で
5
日
間
5
試
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
勝
ち

抜
く
に
は
、各
々
が
し
っ
か
り
と
役
割
を
果
た
す

必
要
が
あ
る
。
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
野
球
連
盟
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
審
判
、
会
議
と
奔
走
し
て
い
た
の

で
、
私
に
は
食
事
や
移
動
手
段
の
手
配
、
ビ
デ
オ

撮
影
な
ど
の
総
合
的
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
た
。

　
初
戦
は
雰
囲
気
に
の
ま
れ
、動
き
の
硬
さ
が
目

立
っ
た
。
練
習
の
成
果
を
ほ
と
ん
ど
発
揮
で
き

ず
、精
神
的
弱
さ
が
随
所
に
出
た
。
し
か
し
、徐
々

に
や
る
べ
き
こ
と
が
は
っ
き
り
し
、強
国
に
も
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
に
戦
う
こ
と
が
で
き
た
。
連
戦
で

疲
労
困
憊
の
中
、最
後
ま
で
勝
機
を
見
出
し
続
け

た
姿
勢
に
、
代
表
と
し
て
の
自
覚
、
責
任
の
芽
生

え
を
感
じ
る
と
と
も
に
大
舞
台
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
最
後
の
3
位
決
定
戦
で
は

延
長
11
回
に
サ
ヨ
ナ
ラ
ボ
ー
ク
で
敗
れ
た
。
そ

の
と
き
の
彼
ら
の
表
情
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

本
気
に
な
れ
ば
色
ん
な
こ
と
を
変
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
彼
ら
か
ら
教
わ
っ
た
気
が
す
る
。

　
今
後
は
、
彼
ら
と
国
内
大
会
を
運
営
し
、
多
く

の
人
が
熱
く
な
れ
る
場
を
つ
く
り
た
い
。

　
私
は
、
2
0
1
1
年
6
月
か
ら
3
年
間
、
野
球

隊
員
と
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
野
球
協
会
に
派
遣
さ
れ
、

17
年
4
月
か
ら
は
S
V
と
し
て
同
国
で
野
球
の
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
大
会
の
準
備
に
あ
た

り
、
資
金
面
は
、
約
2
年
前
の
派
遣
時
か
ら
ウ
ガ

ン
ダ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
及
び
国
家
ス
ポ
ー
ツ

評
議
会
と
情
報
を
共
有
。
ま
た
、
代
表
候
補
選
手

の
準
備
は
、
前
回
派
遣
時
よ
り
始
め
て
お
り
、
野

球
場
の
建
設
、代
表
候
補
選
手
の
日
本
へ
の
派
遣
、

ウ
ガ
ン
ダ
国
内
リ
ー
グ
の
強
化
に
取
り
組
む
な

ど
、長
期
に
渡
る
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
派
遣
当
初
か
ら
、
月
に
1
回
、
代
表
チ
ー
ム
の

練
習
を
実
施
。
一
部
の
候
補
選
手
に
は
球
場
周
辺

に
宿
泊
し
て
も
ら
い
、
共
に
技
術
の
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
前
回
の
派
遣
時
か
ら
指
導
し
続
け

て
い
る
選
手
も
多
く
、
海
外
で
の
プ
レ
ー
を
経
験

し
て
い
る
選
手
も
い
ま
す
。
彼
ら
と
共
に
チ
ー
ム

力
を
高
め
、今
回
の
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
参
加
に
か
か
る
費
用
は
、
強
化
合
宿

の
費
用
は
も
ち
ろ
ん
、
大
会
参
加
へ
の
交
通
費
、

宿
泊
費
、
食
費
な
ど
、
前
述
の
団
体
や
ウ
ガ
ン
ダ

政
府
か
ら
賄
わ
れ
ず
、
海
外
の
ス
ポ
ン
サ
ー
や

J
I
C
A
関
係
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
何
と
か
費

用
を
確
保
し
、参
加
で
き
た
の
が
実
情
で
す
。

　
東
ア
フ
リ
カ
予
選
（
1
次
予
選
）
で
優
勝
し
、

2
次
予
選
に
進
み
ま
し
た
。
私
た
ち
ウ
ガ
ン
ダ
野

球
協
会
は
「
打
倒
・
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
（
以
下
、

南
ア
）」
を
目
標
に
掲
げ
、
挑
ん
だ
大
会
で
し
た
。

14
年
に
は
、
U-
18
の
大
会
で
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ

ま
で
南
ア
と
競
り
合
っ
た
の
で
「
今
回
の
大
会
で

絶
対
勝
利
し
よ
う
」
と
試
み
ま
し
た
が
、
結
果
は

大
敗
で
し
た
。
原
因
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
大
会

ま
で
の
準
備
、試
合
経
験
の
差
が
大
き
く
、「
ウ
ガ

ン
ダ
野
球
が
南
ア
を
倒
し
、
世
界
に
旅
立
っ
て
い

く
に
は
ま
だ
ま
だ
差
が
あ
る
」
と
同
協
会
、
選
手

共
に
感
じ
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
南
ア
に
勝
つ
た
め
、
ど
う
ウ
ガ
ン
ダ
野
球

を
発
展
さ
せ
て
い
く
か
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

資
金
や
環
境
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

世
界
と
戦
う
た
め
、
野
球
文
化
を
世
界
基
準
に
近

づ
け
る
こ
と
が
解
決
策
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、国
内
リ
ー
グ
で
は
、資
金
不
足
で

揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
パ
イ
ク
が
な
い
な

ど
、「
ウ
ガ
ン
ダ
だ
か
ら
」
と
受
け
入
れ
て
き
た

側
面
を
改
善
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
細
か
い
部
分

を
世
界
基
準
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
勝
て
な
い
と

わ
か
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、今
回
の
収
穫
で
し
た
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
野
球
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
近
年
、
世

界
の
野
球
関
係
者
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
リ

ー
グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ス
カ
ウ
ト
も
駐
在
し
て
い

ま
す
。
12
年
か
ら
日
本
の
独
立
リ
ー
グ
で
活
躍
す

る
選
手
、
米
国
の
大
学
と
契
約
す
る
選
手
も
出
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
も
当
然
日
本
や
、

ア
メ
リ
カ
で
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
に
参
加
し
た
選
手
、

コ
ー
チ
た
ち
は
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
り
大
き
な
夢
を
持
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
は
ず
で
す
。
い
つ
か
ウ
ガ
ン
ダ
野
球
が
世
界

と
互
角
に
戦
え
る
ま
で
彼
ら
を
応
援
し
続
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
悔
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
感
情
が
大
き
く
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
よ
う
な
熱
い
経
験
を
与
え
て
く
れ
た
ウ
ガ

ン
ダ
の
選
手
、
コ
ー
チ
た
ち
に
は
野
球
人
と
し
て

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
ウ
ガ
ン
ダ
野
球
」

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S代表チームの練習でノックをする川畑さん（左）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
競
技

ア
フ
リ
カ
予
選
大
会
で
、

派
遣
国
の
代
表
チ
ー
ム
を
支
え
た
隊
員
た
ち

体育隊員が
ブルキナファソ野球代表チームを
総合的にサポート

南アフリカ共和国で開催されたアフリカ予選大会で国歌斉唱するブルキナファソ代表チーム。チームの監督は協
力隊OBの さん（ブルキナファソ・野球・2007年度4次隊）。ブルキナファソチームは、19年4月にガー
ナで行われたアフリカ大会1次予選で優勝し、2次大会に参加。健闘したものの順位は4位だった

文 ＝ さん（ブルキナファソ・体育・2017年度2次隊）

Burkina Faso

予選大会での経験を
ウガンダ野球の発展につなげる

ウガンダ代表選手と田中さん。ウガンダチームは、19年4月にケニアで行われたアフリカ大会1次予選で優
勝。2次予選に進み、順位は2位だった。大会参加について予算不足で登録選手を4人減らすなど資金繰りに
田中さんは頭を悩ませたという。「野球関係者、JICA関係者の皆様、協力隊の仲間たち、その他大勢の皆様
にご協力を頂くことで、何とか大会に参加することができました」と田中さんは協力者への感謝を伝えた

Uganda

文 ＝ さん（SV／ウガンダ・野球・2016年度4次隊）

トーナメント戦（準決勝・決勝・3位決定戦）

予選リーグ

国名 ウ ジ ブ 南

ウガンダ
◯
15-0

◯
21-15

●
0-18

ジンバブエ
●
0-15

◯
11-5

●
1-16

ブルキナ
ファソ

●
15-21

●
5-11

●
3-18

南アフリカ
共和国

◯
18-0

◯
16-1

◯
18-3

優勝→欧州・アフリカ予選へ

【アフリカ大会2次予選の結果】

21-5

0-28

16-5

17-16

3位

ウガンダ ジンバブエ ブルキナファソ南ア



　
三
浦
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
非
行
や
被
虐
待
な

ど
の
経
験
を
持
つ
12
〜
16
歳
の
少
女
を
受
け
入
れ
る
通

所
型
自
立
支
援
施
設
。
国
語
や
算
数
な
ど
の
基
礎
教
科

や
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
実
技
教
科
の
授
業
が
、
毎
日
5

コ
マ
ず
つ
実
施
さ
れ
て
い
た
。
登
録
し
て
い
る
少
女
は

常
時
十
数
人
程
度
で
、
授
業
を
担
当
す
る
職
員
は
4
人
。

9
月
に
年
度
が
始
ま
る
3
学
期
制
で
、
2
学
期
間
通
っ

て
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
が
目
安
と
さ
れ
て
い
た
。

　
着
任
早
々
、
三
浦
さ
ん
は
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
配

属
先
の
幹
部
と
話
し
合
い
を
実
施
。「
施
設
に
外
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
や
っ
て
き
て
、
編
み
物
な
ど
を
教
え

て
く
れ
る
こ
と
は
多
い
け
れ
ど
、
少
女
た
ち
が
施
設
の

外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
機
会
は
少
な
い
」。
幹
部

が
口
に
し
た
そ
ん
な
課
題
意
識
が
発
端
と
な
り
、
少
女

た
ち
が
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
「
地
域
奉

仕
活
動
の
授
業
」
の
立
ち
上
げ
が
決
定
。
三
浦
さ
ん
と

同
僚
教
員
の
ひ
と
り
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
自

分
は
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
ら
れ
る
存
在

だ
」
と
い
う
「
自
己
有
用
感
」
を
少
女
た
ち
が
獲
得
す

る
一
方
、
少
女
た
ち
に
対
す
る
「
ど
う
せ
不
良
だ
」
と

い
う
地
域
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見
方
も
な
く
な
る

—
—

。

そ
ん
な
期
待
で
立
ち
上
が
っ
た
授
業
だ
っ
た
。

事
前
学
習
で
「
高
齢
者
」
に
つ
い
て
学
ぶ

 

「
地
域
奉
仕
活
動
の
授
業
」
は
週
に
1
回
、
連
続
す
る

2
コ
マ
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
授
業
の
最
初

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
の
は
、
近
隣
の
2
カ
所
の
高

齢
者
施
設
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
取
り
組

み
だ
。
従
来
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
施
設
の
少
女
た
ち
が
高

齢
者
施
設
を
訪
れ
る
こ
と
は
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
な
か
ば
強
制
的
に
歌
を
歌
わ
せ
る
だ
け
と
い
う
、

少
女
た
ち
に
と
っ
て
教
育
効
果
の
薄
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
三
浦
さ
ん
の
着
任
は
11
月
で
、

本
番
ま
で
約
1
カ
月
半
。
三
浦
さ
ん
た
ち
は
「
事
前
学

習
」
を
含
む
以
下
の
よ
う
な
段
取
り
で
進
め
て
い
っ
た
。

❶
事
前
学
習

　
最
初
の
授
業
で
は
、「
高
齢
者
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
、
少
女
た
ち
に
尋
ね

た
。
す
る
と
、「
怠
け
者
」「
怖
い
」「
ち
ゃ
ん
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
が

多
く
挙
が
る
。
そ
こ
で
次
に
行
っ
た
の
は
、
高
齢
者
の

立
場
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
授
業
だ
。
ま
ず
、「
段
ボ
ー

ル
を
自
分
の
関
節
に
巻
い
て
動
い
て
み
る
」
と
い
っ
た

方
法
で
、
高
齢
者
の
体
の
不
自
由
さ
を
疑
似
体
験
す
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
。
続
い
て
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
人
に
日
常
が
ど
う
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
」
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
鑑
賞
さ
せ

た
。
そ
う
し
て
あ
ら
た
め
て
最
初
の
授
業
で
少
女
た
ち

が
挙
げ
た
高
齢
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
、「
み
ん
な

が
挙
げ
た
特
徴
は
、
加
齢
に
よ
る
体
や
脳
の
変
化
が
原

因
な
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
」
と
説
明
。
す
る
と
、
少
女

た
ち
は
神
妙
な
面
持
ち
で
話
を
聞
く
の
だ
っ
た
。

❷
施
設
見
学

　
事
前
学
習
を
終
え
る
と
、
少
女
た
ち
を
引
率
し
て
対

象
の
高
齢
者
施
設
を
訪
問
。
職
員
に
質
問
を
す
る
場
を

設
け
た
。「
ど
う
し
て
高
齢
者
は
シ
ワ
だ
ら
け
な
の
？
」。

そ
ん
な
屈
託
の
な
い
質
問
に
対
し
、
職
員
は
「
あ
な
た

た
ち
の
皮
膚
も
、
伸
ば
し
た
ら
す
ご
く
広
い
の
よ
」
な

ど
と
懐
が
深
い
受
け
答
え
を
し
て
く
れ
た
う
え
、
高
齢

者
と
か
か
わ
る
楽
し
さ
も
語
っ
て
く
れ
た
。

❸
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
準
備

　
当
日
に
行
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
準
備
を
始
め
る

と
、
事
前
学
習
や
施
設
見
学
の
効
果
が
顕
著
に
現
れ
た
。

少
女
た
ち
が
自
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
き
た
の
だ
。
そ

う
し
て
、「
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
」「
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
高
齢
者
た
ち
と
一
緒
に
歌
う
」
と
い
っ
た
プ
ラ
ン

が
固
ま
る
と
、
練
習
を
開
始
。
少
女
た
ち
は
高
齢
者
に

渡
す
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
製
作
も
自
発
的
に
行
っ
た
。

❹
当
日
と
事
後
学
習

　
迎
え
た
当
日
。
少
女
た
ち
は
各
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

真
摯
に
こ
な
し
、
最
後
に
は
高
齢
者
た
ち
と
手
を
取
り

合
っ
て
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、「
振

り
返
り
」
の
学
習
と
し
て
、
当
日
の
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
構
成
す
る
「
思
い
出
壁
新
聞
」
を

3
部
作
成
。
1
部
は
活
動
先
に
掲
示
し
、
残
り
の
2
部

は
少
女
た
ち
が
高
齢
者
施
設
に
届
け
た
。
事
後
に
少
女

た
ち
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
人
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自

分
に
自
信
が
つ
い
た
」
と
い
っ
た
変
化
が
現
れ
て
い
た
。

「
や
さ
し
さ
」
を
引
き
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
三
浦
さ
ん
が
同
僚
と
と
も
に
手
探
り
で
形
づ
く
っ
て

い
っ
た
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
段
取
り
は
、

以
後
、「
地
域
奉
仕
活
動
の
授
業
」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

と
し
て
定
着
し
た
。
た
と
え
ば
、
近
隣
の
特
別
支
援
学

校
に
赴
き
、
そ
こ
の
児
童
た
ち
に
工
作
な
ど
を
教
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
自
閉
症
や
ダ
ウ
ン
症
な
ど
、
見
た
目
に

は
わ
か
り
づ
ら
い
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学

校
で
、
配
属
先
の
少
女
た
ち
は
従
来
、「
頭
が
お
か
し

い
子
た
ち
」
な
ど
と
あ
ざ
け
る
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
閉
症
児
が
「
1
0
0
匹
の

蟻
が
体
を
這
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
な
ど
と
自
身

の
感
覚
を
語
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
な
ど
で

事
前
学
習
を
重
ね
る
と
、
少
女
た
ち
の
姿
勢
は
変
化
。

事
後
に
特
別
支
援
学
校
の
校
長
か
ら
「
少
女
た
ち
は
当

校
の
子
ど
も
た
ち
に
心
を
開
い
て
接
し
て
い
た
」
と
の

評
価
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
授
業
を
と
も

に
担
当
し
た
同
僚
は
「
こ
れ
ま
で
少
女
た
ち
の
間
に
は

い
じ
め
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
彼
女
た
ち
は
や
さ
し
く
、
繊
細
に
な
っ
た
。
今
回
の

交
流
は
、
素
晴
ら
し
い
初
め
の
一
歩
だ
と
思
う
」
と
、

同
種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
に
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
た

の
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
幅
広
い
教
育
を
提
供
す
る
青
少
年
活
動
隊

員
に
は
、「
隊
員
が
導
入
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
、
帰
国

後
に
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」

と
い
っ
た
共
通
の
課
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
へ
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
、各
種
事
例
を
通
じ
て
探
っ
て
み
る
。

■  Profi le

1988年生まれ、東京都出身。2011年に大
学を卒業後、教育関連の団体に就職。16
年10月に協力隊員としてセントルシアに
赴任。18年10月に帰国。

■  活動の概要

少女を対象とした通所型自立支援施設
「アプトン・ガーデンズ・ガールズ・センター」
（カトリーズ市）に配属され、施設の少女
たちが主体となって行う以下の各種プロ
グラムの運営を支援。
●高齢者施設でのクリスマスパーティー
●特別支援学校での交流会
●保育園での職場体験
●小学生との合同演劇会
●公開フォーラム（少女たちの発案によ
る、差別問題をテーマにしたものなど）

さん

事例のポイント！

「事前学習」でじっくり
「主体性」を育てる!!
子どもたちを地域とつなぎ、そこ
からさまざまなことを学ばせる活
動では、「一過性のイベント」に
終わらせないためにも、念入りな
「事前学習」で子どもたちの主体
性を育てることが重要だろう。

少女自立支援施設

非行や被虐待などの経験を持つ少女が通う自立支援施設に配

属された三浦さん。地域の高齢者施設や特別支援学校などで

ボランティアを行う授業では、念入りな事前学習を取り入れる

ことで、少女たちの主体性や対象者を思いやる心をじっくりと

育てていった。

さん（セントルシア・青少年活動・2016年度2次隊）の事例

地域でのボランティアで、
少女たちの「自己有用感」や
「思いやりの心」を醸成

❶少女たちが高齢者施設に赴いて開いたクリスマスパーティーでのひとこま。高齢者とダンスを楽しむ姿が見られた
❷高齢者施設でのクリスマスパーティーに先立ち、手づくりした装備で高齢者の体の不自由さを疑似体験する少女たち
❸特別支援学校に赴き、児童たちに工作の指導をする少女たち
❹近隣の小学校の6年生と「イースターの昔と今」をテーマにした劇を創作し、他の児童に披露するプログラムも行った

❶

❷❸❹

CASE 1 青
少
年
活
動
分
野
の

活
動
ポ
イ
ン
ト

特
集
1
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ラ
オ
ス
に
は
「
子
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
」
と
名
付
け

ら
れ
た
施
設
が
各
地
に
あ
り
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
に

無
料
で
課
外
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん

が
配
属
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
、
ル
ア
ン

パ
バ
ン
県
に
あ
る
も
の
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）。
着

任
当
時
、
専
属
の
教
員
7
人
に
よ
っ
て
図
工
や
音
楽
な

ど
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
日
は
約
20

人
、
休
日
は
約
1
0
0
人
が
利
用
し
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
が
伝
統
文
化
の
継
承
者
に

　
同
県
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
に
登

録
さ
れ
て
い
る
旧
市
街
が
あ
る
古
都
で
、
国
内
最
大
の

観
光
地
。
そ
う
し
た
環
境
を
生
か
し
て
「
セ
ン
タ
ー
」

で
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、「
イ
ポ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る

伝
統
芸
能
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
イ
ポ
ッ
ク
は
棒
で
操
る

人
形
で
民
話
な
ど
を
演
じ
る
も
の
で
、
同
県
が
発
祥
の

地
。
演
じ
手
の
高
齢
化
に
よ
り
廃
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
っ
た
な
か
、
セ
ン
タ
ー
長
の
指
導
の
も
と
、「
セ

ン
タ
ー
」
の
子
ど
も
た
ち
が
継
承
者
を
目
指
し
て
練
習

を
重
ね
、
と
き
お
り
「
セ
ン
タ
ー
」
内
や
観
光
ホ
テ
ル

な
ど
で
観
光
客
を
相
手
に
披
露
し
て
い
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
着
任
は
、
ち
ょ
う
ど
観
光
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
る
時
期
。
そ
こ
で
、
こ
の
イ
ポ
ッ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
、
最
初
の
活
動
と
な
っ
た
。

武
器
と
な
っ
た
の
は
、
米
国
留
学
で
培
っ
た
「
英
語
力
」

だ
。
英
語
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の

依
頼
で
、
ラ
オ
ス
語
か
ら
英
語
へ
の
セ
リ
フ
の
同
時
通

訳
や
、
イ
ポ
ッ
ク
の
概
要
と
各
演
目
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

英
語
で
伝
え
る
外
国
人
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
な

ど
を
請
け
負
っ
た
。

　
任
期
を
通
し
て
佐
藤
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ

た
の
は
「
日
本
語
」
の
授
業
。
開
始
は
着
任
の
3
カ
月

後
だ
。「
セ
ン
タ
ー
」
の
子
ど
も
が
日
本
を
訪
れ
、
日

本
の
高
校
生
と
交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る

見
込
み
と
な
り
、
に
わ
か
に
日
本
語
学
習
の
熱
が
高

ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
時
間
割
に
新
た
に
組
み
込
ま
れ
た

日
本
語
の
授
業
は
週
に
3
コ
マ
。
佐
藤
さ
ん
は
そ
こ
で

一
教
員
と
し
て
、
と
き
に
書
道
な
ど
日
本
文
化
の
紹
介

も
交
え
な
が
ら
日
本
語
の
指
導
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
日
本
行
き
が
叶
っ
た
の
は
、
佐
藤
さ

ん
の
任
期
終
了
ま
で
残
り
3
カ
月
ほ
ど
と
い
う
時
期

だ
。
訪
れ
た
先
々
で
は
、
イ
ポ
ッ
ク
の
上
演
も
実
施
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
事
前
に
セ
ン
タ
ー
長
と
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
を
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、「
同
時
通
訳
」
を
や
め
、
舞
台
脇
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
セ
リ
フ
や
ト
書
き
の
日
本
語
訳
を
流
す

と
い
う
方
法
に
替
え
た
こ
と
。
劇
の
テ
ン
ポ
が
同
時
通

訳
で
乱
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
良
で

あ
る
。
こ
れ
が
思
い
の
ほ
か
有
効
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

以
後
、
ラ
オ
ス
国
内
で
上
演
す
る
際
に
も
、
舞
台
脇
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
英
語
訳
を
流
す
方
法
を
導
入
。
そ
れ
に

よ
り
、
佐
藤
さ
ん
が
帰
国
し
た
後
も
、
外
国
人
観
光
客

に
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

上
演
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　同
僚
た
ち
の
間
の
「
潤
滑
油
」
に

　
以
上
の
よ
う
に
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
に
携
わ

る
か
た
わ
ら
、
佐
藤
さ
ん
は
「
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
体

制
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
た
。

　
着
任
当
初
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
あ
た
る
セ
ン

タ
ー
長
と
二
人
三
脚
で
イ
ポ
ッ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
む
こ
と
が
活
動
の
中
心
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
彼
女

と
の
関
係
が
深
ま
る
一
方
、ほ
か
の
同
僚
た
ち
と
は
「
セ

ン
タ
ー
」
に
関
す
る
話
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
な
か

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
授
業
を
単
独
で
行
っ
て
い
た
う
え
、「
セ
ン
タ
ー
」

は
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
の
傾
向
が
強
く
、
同
僚
た
ち
が

「
セ
ン
タ
ー
」
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
意
見
を
交
換

し
合
う
と
い
う
風
土
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
佐
藤
さ
ん
は
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
き
な

ど
に
、「
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に
関
す
る
彼
女
た
ち
の

考
え
を
探
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
際
に
気
を
付
け
た
の

は
、
自
分
は
あ
く
ま
で
「
外
部
者
」
と
し
て
中
立
の
立

場
に
あ
る
者
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
長
ば
か
り
に
肩
入
れ

す
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。

す
る
と
同
僚
た
ち
は
、「
こ
う
す
れ
ば
『
セ
ン
タ
ー
』

は
よ
り
良
く
な
る
」
と
い
う
考
え
を
内
に
秘
め
て
い
る

こ
と
が
見
え
て
き
た
。
た
と
え
ば
、「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
編
集
は
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
せ
っ
放
し
に
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
だ
。

　
そ
う
し
て
彼
女
た
ち
の
仕
事
に
対
す
る
熱
意
を
確
信

し
た
佐
藤
さ
ん
は
、
そ
の
熱
意
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
も
う
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
策
の
ひ
と
つ
は
、
同
僚
た
ち

の
「
得
意
技
」
を
生
か
す
道
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

 

「
セ
ン
タ
ー
」
で
は
従
来
、
授
業
を
担
当
す
る
教
員
が

休
み
の
際
、
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
依
頼
で
佐
藤
さ
ん
や

同
僚
が
代
わ
り
に
そ
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
長
が
不
在
の
と
き
は
「
指
示

待
ち
」
の
状
態
と
な
り
、
そ
の
授
業
の
子
ど
も
た
ち
は

放
っ
て
お
か
れ
て
い
た
。
一
方
、
同
僚
た
ち
に
そ
れ
ぞ

れ
の
「
得
意
技
」
を
尋
ね
て
み
る
と
、た
と
え
ば
「
演
劇
」

の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
同
僚
が
実
は
「
工
作
」
も
得

意
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
英
語
」
の
授
業
を
担
当

し
て
い
た
同
僚
は
「
歌
う
こ
と
」
が
大
好
き
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
佐
藤
さ
ん
は
、セ
ン
タ
ー

長
の
依
頼
で
休
み
の
教
員
の
授
業
を
代
わ
り
に
担
当
す

る
際
、「
私
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
同
僚
の

手
を
借
り
て
も
構
わ
な
い
で
す
か
？
」
と
セ
ン
タ
ー
長

に
相
談
。
そ
の
了
承
を
取
り
付
け
た
う
え
で
、
そ
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
得
意
な
同
僚
を
授
業
に
勧
誘
し
た
。

す
る
と
彼
女
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
す

る
授
業
を
実
現
す
る
の
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
こ
と
が
度
重
な
る
う
ち
に
、
や
が
て
同
僚

た
ち
の
間
に
は
「
自
発
的
に
動
い
て
い
こ
う
」
と
い
う

意
識
が
醸
成
。
そ
う
し
て
、
セ
ン
タ
ー
長
が
不
在
の
と

き
に
は
休
み
の
同
僚
の
授
業
を
ほ
か
の
同
僚
が
進
ん
で

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

❶伝統芸能の人形劇「イポック」の人形を持つ「センター」の子どもたち
❷佐藤さんが担当した日本語授業の様子
❸日本語授業のなかで浴衣を経験する子どもたち

事例のポイント！

「外国人」の立場を
生かした役回りを!!

下の人間が上の人間に意見を言
いづらいという配属先もあるだろ
う。外部者である協力隊員には、
両者の間の風通しを良くし、「ボ
トムアップ」の職場改善を促す役
目を果たすことができる。

■  Profi le

1986年生まれ、新潟県出身。2010年に
米サンディエゴ州立大学を卒業し、不動
産投資系の会社に就職。16年10月、協力
隊員としてラオスに赴任。18年10月に帰
国。

■  活動の概要

ルアンパバン子ども文化センター（ルアン
パバン県ルアンパバン郡）に配属され、
主に以下の活動に従事。
●伝統芸能の保存活動の支援
●日本語や日本文化の授業の実施
●工作などの授業の支援
●英語の指導

さん

青少年センター

子どもたちに課外活動の場を提供する施設に配属された佐藤

さん。プログラムの支援に取り組む一方、同僚たちが内に秘め

ていた「より良い施設にしたい」という思いを後押しする役回

りも果たした。

さん（ラオス・青少年活動・2016年度2次隊）の事例

同僚たちの得意技を引き出し、
「指示待ち」の状態からの
脱却を後押し

❷

❸ ❶

CASE 2
特集 1 青少年活動分野 の 活動ポイント
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森
さ
ん
の
配
属
先
は
、
ス
イ
ス
に
本
部
が
あ
る
国
際

N
G
O
の
ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
。
ジ
ブ
チ
国
内
の
3
カ

所
に
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
首
都
で
暮
ら
す
難
民
を
対

象
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の

ひ
と
つ
が
、
首
都
の
難
民
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
学

習
教
室
の
運
営
だ
。
森
さ
ん
の
着
任
当
時
、
公
立
学
校

は
ジ
ブ
チ
国
籍
を
持
つ
子
ど
も
し
か
通
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
難
民
の
子
ど
も
の
た

め
の
学
校
が
あ
っ
た
が
、
首
都
に
は
そ
れ
も
な
く
、
私

立
学
校
は
学
費
が
高
い
。
そ
う
し
て
学
校
教
育
を
受
け

ら
れ
ず
に
い
る
首
都
の
難
民
の
子
ど
も
に
教
育
の
機
会

を
提
供
し
て
い
た
の
が
、
配
属
先
の
学
習
教
室
だ
っ
た
。

　
問
題
は
、
配
属
先
の
予
算
で
参
加
児
童
の
交
通
費
を

確
保
す
る
の
が
難
し
い
点
。
森
さ
ん
の
着
任
時
、
ソ
マ

リ
ア
人
難
民
の
職
員
（
以
下
、
A
さ
ん
）
が
教
室
運
営

の
担
当
者
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
上
層
部
の
指

示
を
待
つ
だ
け
の
状
態
で
、
教
室
は
中
断
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
森
さ
ん
の
最
初
の
活

動
と
な
っ
た
の
は
、
教
室
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

立
ち
は
だ
か
っ
た
「
言
語
」
の
壁

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
所
属
し
て
い
た
森
さ
ん
は
、
そ

の
な
か
で
自
身
が
受
け
て
き
た
よ
う
な
「
情
操
教
育
」

を
難
民
の
子
ど
も
た
ち
に
も
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
協
力
隊
活
動
は
現

地
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
べ
き
」
と
の
考
え
が
強
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
実
施
。
教
室
の
受

講
者
と
し
て
A
さ
ん
が
選
定
し
た
５
〜
10
歳
の
子
ど
も

た
ち
約
40
人
の
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど
も
に
何
を
学
ば

せ
た
い
か
を
保
護
者
た
ち
に
尋
ね
た
。
す
る
と
、
6
割

が
「
読
み
書
き
・
算
数
」
と
回
答
し
た
。

　

そ
う
し
て
、
ジ
ブ
チ
の
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語

と
算
数
を
中
心
と
す
る
教
室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の

は
、
着
任
の
約
半
年
後
。
開
講
は
週
3
回
で
、
1
回
3

時
間
。
問
題
は
「
何
語
を
使
っ
て
教
え
る
か
」
と
い
う

点
だ
っ
た
。
首
都
の
難
民
は
約
4
割
が
エ
チ
オ
ピ
ア
人

で
、
教
室
の
受
講
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
子
ど
も
も
大

半
が
エ
チ
オ
ピ
ア
人
。
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
民
族
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
A
さ
ん
が
ソ
マ
リ
ア
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ど
う
し
て
も
「
身
内
の
よ
し
み
」
で
ソ
マ
リ
ア
人
と
同

じ
ソ
マ
リ
族
の
子
ど
も
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
。
森
さ

ん
、
A
さ
ん
、
受
講
者
が
話
せ
た
言
語
は
次
の
と
お
り
。

［
森
さ
ん
］　

日
本
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
（
派
遣
前

訓
練
と
現
地
語
学
訓
練
で
学
習
）、
ソ
マ
リ
語
（
現
地

語
学
訓
練
で
学
ん
だ
の
み
で
、
日
常
会
話
程
度
）

［
A
さ
ん
］　

ソ
マ
リ
語
（
ソ
マ
リ
ア
の
公
用
語
）、
ア

ラ
ビ
ア
語
（
同
）、
英
語

［
受
講
者
］　

ソ
マ
リ
語
（
一
部
は
他
言
語
も
使
用
可
能
）

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、「
森
さ
ん
が
A
さ
ん

に
英
語
で
説
明
し
、
A
さ
ん

が
そ
れ
を
ソ
マ
リ
語
に
訳
し

て
受
講
者
に
伝
え
る
」
と
い

う
方
法
で
授
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
し
か
し
、
や
が
て

A
さ
ん
の
欠
席
が
増
加
。
す

る
と
、「
ク
ラ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
っ
た
。
教
室
の
子
ど
も

た
ち
は
「
学
校
生
活
」
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
授
業
に

飽
き
る
の
も
早
い
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
慣
れ
な
い

ソ
マ
リ
語
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
至
難
の
技
だ
っ

た
の
だ
。
そ
こ
で
森
さ
ん
が
試
み
た
策
は
、学
習
に
「
遊

び
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。「
歌
」
や
「
カ
ル
タ
」
で

言
葉
を
学
ぶ
、
あ
る
い
は
「
パ
ズ
ル
」
で
図
形
に
つ
い

て
学
ぶ
、
と
い
っ
た
方
法
だ
。
す
る
と
、
次
第
に
子
ど

も
た
ち
は
勉
強
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
落
ち
着
い
て

授
業
を
受
け
る
子
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
難
民
の
子
ど
も
た
ち
と
の
付
き
合
い
が
長
く
な
る
に

つ
れ
、
彼
ら
が
い
か
に
狭
い
世
界
の
中
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
が
見
え
て
く
る
。
子
ど
も
た
ち

が
将
来
、
人
格
形
成
を
す
る
際
に
ベ
ー
ス
と
な
る
よ
う

な
「
原
体
験
」
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
つ
く
っ
て
あ
げ
る

こ
と
も
、
自
分
の
役
割
だ
ろ
う

—
—

。
そ
う
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
森
さ
ん
は
、
と
き
お
り
「
行
事
」
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
難
民
の
子
ど
も
た
ち
が
普
段
、
足
を

踏
み
入
れ
づ
ら
い
「
海
」
や
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
遊
戯
施
設
」
な
ど
へ
の
遠
足
、
あ
る
い
は
「
流
し
そ

う
め
ん
大
会
」
な
ど
で
あ
る
。

　難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
理
科
実
験
の
普
及

　
以
上
の
よ
う
に
首
都
で
の
学
習
教
室
の
運
営
を
進
め

る
か
た
わ
ら
、
森
さ
ん
は
ジ
ブ
チ
で
活
動
す
る
理
科
教

育
隊
員
た
ち
と
と
も
に
、難
民
キ
ャ
ン
プ
の
学
校
に
「
理

科
実
験
」
を
広
め
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。
着
任
の

前
年
、
理
科
教
育
隊
員
た
ち
が
森
さ
ん
の
配
属
先
の
学

習
教
室
で
理
科
実
験
を
披
露
。
そ
れ
を
見
た
配
属
先
の

同
僚
た
ち
が
、「
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
も
理
科
実
験
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。
キ
ャ

ン
プ
内
の
学
校
で
は
従
来
、
理
科
の
授
業
は
座
学
ば
か

り
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
森
さ
ん
た
ち
が
実
際
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
理
科
実

験
の
や
り
方
を
伝
え
る
研
修
を
教
員
た
ち
を
相
手
に
開

く
こ
と
。
着
任
の
半
年
後
と
そ
の
1
年
後
の
2
回
、
1

カ
所
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
し
た
教
員
は
約
40
人
。
そ
の
大
半
は
ソ
マ
リ
ア
人

難
民
で
、
研
修
は
英
語
で
行
っ
た
。

　
1
回
目
の
研
修
の
直
前
、
キ
ャ
ン
プ
に
は
実
は
ユ
ニ

セ
フ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
理
科
実
験
キ
ッ
ト
」
が
倉
庫

に
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
そ
こ
で
研
修
で
は
、
そ

の
キ
ッ
ト
の
使
い
方
と
、
現
地
で
入
手
可
能
な
材
料
で

で
き
る
実
験
と
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
隊
員
た
ち
で

キ
ッ
ト
の
使
用
方
法
を
伝
え
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

2
回
目
の
研
修
は
そ
の
解
説
を
中
心
と
し
た
。
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
理
科
実
験
の
お
も
し
ろ
さ
に
目
覚

め
、
そ
の
伝
道
師
と
な
る
「
ジ
ブ
チ
の
米
村
で
ん
じ
ろ

う
」
が
キ
ャ
ン
プ
の
中
に
1
人
で
も
誕
生
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
、
隊
員
た
ち
の
願
い
だ
。

■  Profi le

1989年生まれ、埼玉県出身。大学を卒業
後、医科大学に事務職員として3年半勤
務。17年1月、協力隊員としてジブチに赴
任。19年1月に帰国。現在は、フランスの
語学学校に短期留学中。

■  活動の概要

国際NGO「ルーテル世界連盟」に配属さ
れ、主に以下の活動に従事。
●首都で暮らす難民の子どもを対象とす
る学習教室の運営

●難民キャンプの学校の教員を対象とす
る理科実験の研修の実施（理科教育
隊員との協働）

さん

事例のポイント！

語学力不足は、授業の
おもしろさでカバー !!

隊員が訓練で学んだ言語を担当
授業の教え子が理解できず、クラ
スコントロールでつまづくケース
もあるだろう。そうした状況の打
開には、学習方法を興味を引くも
のにする工夫が鍵となる。

❶パズルで図形を学ぶ「タングラム」という教材で算数の勉強をする学習教室の子どもたち　❷ショッピングモールの遊戯
施設への遠足で、トランポリンを楽しむ子どもたち　❸学習教室の子どもとその保護者が参加した「流しそうめん大会」の様
子。2本のビニール製配管を継ぎ合わせた樋（とい）の製作は、溶接隊員の協力を仰いだ　❹首都での学習教室で教壇に立
つ森さん。子どもたちは当初、ジブチの公用語であるフランス語で「数字」すら言えない状態であり、ゼロからのスタートだった

難民支援

学校に通うことができない難民の子どもたちを対象とする学

習教室の運営に取り組んだ森さん。「学校生活」に慣れない子

どもたちを相手にクラスコントロールすることに、当初手こずっ

たが、「遊びを通した学習」で彼らの興味を引き出した。

さん（ジブチ・青少年活動・2016年度3次隊）の事例

「授業」に慣れない
難民の子どもたちを、
「遊びを通した学習」で刺激
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回答者 
さん

● JICA海外協力隊技術顧問
   （担当分野：青少年活動）
● 児童養護施設等スーパーヴァイザー

ら
れ
る
こ
と
は
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
子

供
た
ち
の
お
互
い
の
仲
間
に
対
す
る
意
識
が
変

わ
っ
た
り
、
大
人
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た

り
す
る
こ
と
を
子
供
た
ち
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
証
明
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
。
関
わ
っ
て
い

る
職
員
や
施
設
へ
の
直
接
評
価
で
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
通
し
た
子
供
た
ち
の
変

化
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
随
時
と
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
施
設
長
も
他
の
職
員
も
抵
抗
な

く
許
可
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
結

果
と
し
て
、
ご
質
問
の
中
に
も
あ
っ
た
周
り
の

大
人
の
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
大
人
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
そ
の
よ

う
な
観
点
で
見
直
す
と
よ
い
で
す
ね
。

３
、
子
供
た
ち
の
変
化
を
デ
ー
タ
で
示
す

　

よ
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
信
を

も
っ
て
、
ご
自
身
の
活
動
を
通
し
て
、「
子
供

の
変
化
」
を
し
っ
か
り
と
デ
ー
タ
（
ア
ン
ケ
ー

ト
、
写
真
、
振
り
返
り
の
自
由
記
述
等
）
で
示

す
と
よ
い
で
す
ね
。
暴
言
を
吐
く
子
供
や
、
暴

力
的
な
子
供
が
叱
っ
て
ど
う
に
も
な
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
関
わ
り
の
具
体
性
の
中

で
の
変
化
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
示
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
あ
る
子
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
い
る
と
き
は
暴
力
的
で
な
か
っ
た
、
と
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
性

を
認
識
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
模

索
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

１
、
子
供
と
施
設
と
の
板
挟
み

　
　

ー
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
ー

　

隊
員
共
通
の
悩
み
で
す
ね
。
派
遣
先
の
職

員
の
意
識
の
低
さ
や
技
術
不
足
を
ど
の
よ
う
に

補
っ
た
り
、
伝
え
た
り
す
る
か
。
た
だ
、（
青

少
年
活
動
で
の
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
場
で
は
、

（
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
施
設
の
養
育
方
針
へ
の
）
指

導
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ
う
。

あ
く
ま
で
も
一
緒
に
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で

す
。
難
し
い
子
ど
も
へ
の
対
処
に
苦
労
し
て
い

る
の
は
、
施
設
長
も
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

同
じ
な
の
で
。
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
予
定
さ
れ

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
特
に
子
供
向
け
は
、

子
供
た
ち
の
職
員
へ
の
不
満
を
噴
出
さ
せ
、
隊

員
が
、
子
供
と
施
設
職
員
（
当
然
、
施
設
長
も
）

と
の
板
挟
み
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
施
設
長
及
び
指
導
的
立
場
の
職
員
の
了
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
慎
重
に
対

処
す
べ
き
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
事
前
に
見
て

も
ら
っ
て
、
助
言
を
受
け
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。

そ
う
で
な
い
と
、
施
設
長
や
職
員
と
、
隊
員
と

の
関
係
が
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
立
場
で
は
、
施
設
長
が
「
ノ
ー
」

と
言
っ
た
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
ね
。

２
、
子
供
た
ち
の
変
化
か
ら

　
　
施
設
長
や
職
員
の
意
識
を
変
え
る

　
た
だ
、
子
供
た
ち
の
変
化
か
ら
施
設
長
や
職

員
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
考
え An

sw
er

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に

関
す
る
注
意
点
と
は
？

児
童
養
護
施
設
で
活
動
す
る

青
少
年
活
動
隊
員
よ
り

　
子
供
た
ち
と
1
年
以
上
過
ご
し
、

言
葉
も
上
達
し
て
き
た
こ
と
で
、
何

人
か
の
子
供
は
、
施
設
や
職
員
に
つ

い
て
の
不
満
や
悩
み
を
相
談
し
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
そ

の
内
容
は
、「
他
の
子
が
い
じ
め
て

く
る
」
で
あ
っ
た
り
、「
職
員
が
話

を
聞
い
て
く
れ
な
い
」
と
い
っ
た
も

の
で
、
多
く
の
子
が
「
他
の
職
員
に

も
相
談
し
た
け
ど
何
も
変
わ
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
将

来
を
思
う
と
、
や
は
り
職
員
自
体
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
も

多
く
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
施
設
職
員
と
施
設
入
居
者
（
子

供
）
に
対
し
て
施
設
の
現
状
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
を

も
と
に
職
員
・
子
供
と
話
し
合
い
、

今
後
の
活
動
の
方
針
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
助
言
を
い
た
だ

け
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
。

Q2

４
、
支
援
者
が
結
束
し
て
こ
そ
、

　
　
子
供
た
ち
の
安
心
、安
全
、

　
　
そ
し
て
、健
や
か
な
成
長
が
実
現

　

こ
の
よ
う
な
助
言
に
対
し
て
、
隊
員
か
ら

以
下
の
お
返
事
が
届
き
ま
し
た
。「
ご
返
信
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
緒
に
取

り
組
む
姿
勢
で
す
ね
。
確
か
に
、
職
員
に
直

接
関
わ
る
こ
と
を
避
け
て
、
子
供
に
向
き
合
っ

て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
職
員
の
中
に
は
熱
意
を
持
っ
て
子
供
に

関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
方
も
い
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
そ
う
い
っ
た
方
た
ち
と
今

後
何
を
し
て
い
け
ば
良
い
か
を
話
し
あ
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
と
実
施
に
つ
い
て
、
施
設
長
や
他
の
職

員
に
相
談
し
て
み
ま
す
」。
そ
の
後
、
隊
員
は
、

子
供
た
ち
と
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、

施
設
長
や
他
の
職
員
の
協
力
を
え
な
が
ら
、
活

動
の
成
果
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
施
設
を
あ
げ

て
の
活
動
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
が
い
な

く
な
っ
た
後
で
も
、し
っ
か
り
と
残
る
「
活
動
」

へ
と
意
識
的
に
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
隊
員
も
含
め
た
、
支
援
者
が
結
束

し
て
こ
そ
、
子
供
た
ち
の
安
心
、
安
全
、
そ
し

て
、健
や
か
な
成
長
が
実
現
す
る
」。　
こ
れ
が
、

青
少
年
活
動
職
種
の
真
骨
頂
で
あ
り
、
醍
醐

味
で
も
あ
り
ま
す
。

１
、
子
供
と
の
関
係
性
の
見
立
て

　

ま
ず
、
青
少
年
活
動
で
心
が
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
子
供
た
ち
と
の
関
係
性
の
見

立
て
を
常
に
怠
ら
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
活

動
開
始
時
、
非
行
少
年
や
被
虐
待
で
傷
つ
い

た
子
供
た
ち
は
、
関
わ
る
隊
員
が
本
当
に
自
分

の
こ
と
を
親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
る
か
を

試
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
試
し
行
動
」

と
い
い
ま
す
が
、
わ
ざ
と
こ
ち
ら
を
怒
ら
せ
る

こ
と
を
言
っ
て
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

押
し
付
け
て
き
て
、
支
配
で
き
る
か
ど
う
か
を

試
し
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
ら
に
感
情
的
に
反
応

し
て
怒
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
子
供
か
ら
の
「
支

配 ‐ 

被
支
配
」
の
関
係
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し

て
（
あ
る
い
は
、
挑
発
さ
れ
て
）、
子
供
に
高

圧
的
に
出
た
り
す
る
と
、
子
供
た
ち
か
ら
の
信

頼
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
怒
り

や
挑
発
、
支
配
の
背
景
に
は
、
子
供
た
ち
が
こ

れ
ま
で
生
き
て
き
た
歴
史
性
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
る
余
裕
が
あ
れ

ば
、
挑
発
に
乗
る
こ
と
も
な
い
し
、
怒
り
に
任
せ

て
怒
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
な
い

こ
と
を
し
た
子
供
に
は
、
そ
の
こ
と
が
ど
う
し

て
よ
く
な
い
か
を
淡
々
と
簡
潔
に
わ
か
り
や
す

く
言
葉
で
伝
え
ま
す
。

２
、
子
供
た
ち
の
自
主
性
の
尊
重

　
　

ー
隊
員
は
前
面
に
出
な
い
ー

　
青
少
年
活
動
で
は
、
活
動
内
容
は
常
に
、
子 An

sw
er

関
係
づ
く
り
の
難
し
い
子
や

自
己
評
価
の
低
い
子
に

ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か

児
童
保
護
施
設
で
活
動
す
る

青
少
年
活
動
隊
員
よ
り

　
施
設
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
子

供
た
ち
の
喧
嘩
や
子
供
か
ら
の
暴

言
へ
の
対
応
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

困
っ
て
い
ま
す
。
関
係
づ
く
り
が
と

て
も
難
し
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
も

と
も
と
自
己
評
価
が
低
く
、
な
か
な

か
や
る
気
を
見
せ
て
く
れ
な
い
子
供

た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
の
に
困
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き

た
施
設
で
の
活
動
内
容
も
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
て
、
施
設
の
職
員
も
子
供

た
ち
の
変
化
に
対
し
て
あ
き
ら
め
が

ち
で
す
。
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
信

じ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ

れ
が
う
ま
く
引
き
出
せ
て
い
な
い
気

が
し
て
い
ま
す
。
ご
助
言
を
い
た
だ

け
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
。

Q1

供
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
隊
員
は
常
に
脇

役
に
徹
し
ま
す
。主
役
は
子
供
で
す
。例
え
ば
、

近
隣
の
福
祉
施
設
、
学
校
な
ど
他
の
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

一
緒
に
地
域
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
施
設
の
子
供
が
地
域
に
出
て
い
く
き
っ
か
け

に
、「
近
隣
の
高
齢
者
施
設
訪
問
を
子
供
た
ち

自
ら
が
企
画
す
る
こ
と
」
を
し
た
隊
員
も
い
ま

し
た
。
こ
の
隊
員
は
、
青
少
年
の
自
主
性
を

後
押
し
し
ま
し
た
。
施
設
に
行
く
前
に
ま
ず
、

高
齢
者
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
、
高
齢
者
へ
の

イ
メ
ー
ジ
を
子
供
た
ち
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
と
て
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
し
た
。
ま

た
、手
作
り
の
道
具
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
）

で
高
齢
者
の
体
験
も
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
、
子
供
た
ち
は
老
人
ホ
ー
ム
の
下
見
と
職
員

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
そ
の
う
え
で
、
訪

問
の
企
画
を
し
、ダ
ン
ス
や
歌
の
練
習
を
し
て
、

実
際
に
訪
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一
貫
し

て
隊
員
は
子
供
た
ち
を
見
守
り
ま
し
た
。
高
齢

者
の
方
々
は
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
も
自
分
た
ち
が
人
の
役
に
立
っ

た
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

当
然
子
供
た
ち
の
高
齢
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
も
大

き
く
変
わ
り
、
ま
た
自
分
た
ち
も
生
き
生
き
と

し
て
き
ま
し
た
。
施
設
長
を
は
じ
め
、
施
設
の

職
員
の
方
が
た
か
ら
も
、
子
供
た
ち
の
変
化
を

し
っ
か
り
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

JICA海外協力隊への技術支援を目的に、分野ごとに配置され

ている技術顧問。派遣中隊員から寄せられた活動に関する相

談と、それに対する技術顧問による回答の例をご紹介します。

活動Q＆A集
協力隊技術顧問が回答

特集 1 青少年活動分野 の 活動ポイント
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相馬さん基礎情報

■ PROFILE
1986年生まれ、東京都出身。美容学
校を卒業後、美容室に約 10年間勤
務。2017年3月、協力隊員としてグア
テマラに赴任。19年3月に帰国。

■  活動概要
非営利団体の「職業訓練庁」が各地
に置く職業訓練校のひとつ、ウエウエ
テナンゴ校（ウエウエテナンゴ県）の理
容美容科に配属され、主に以下の活
動に従事。
●美容コースの授業のサポート
●理容コースの授業のサポート
●地域の美容院での技術指導

ん
な
で
サ
ル
サ
を
踊
る
「
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
」が
実
現

し
た
。
す
る
と
、
鍛
え
ら
れ
た
相
馬
さ
ん
の
ダ
ン
ス

に
、
同
僚
や
生
徒
は
驚
嘆
。
彼
ら
に
相
馬
さ
ん
の
存

在
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

　

同
僚
や
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
で
威
力
を
発
揮

し
た
も
う
ひ
と
つ
の
も
の
は
、相
馬
さ
ん
の
着
任
時

の
「
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
」
だ
。
左
半
分
だ
け
を
刈
り
上

げ
る
と
い
う
、
奇
抜
な
も
の
で
あ
る
。「
現
地
の
人

た
ち
の
興
味
を
引
こ
う
」と
い
う
意
図
で
選
ん
だ
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
で
は
な
か
っ
た
。以
前
か
ら
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
好
ん
で
お
り
、左
半
分

だ
け
を
刈
り
上
げ
る
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
、
派
遣
の

3
、4
年
前
か
ら
続
け
て
い
た
も
の
。
協
力
隊
員
と

し
て
赴
任
す
る
際
、「
現
地
の
美
容
師
に
カ
ッ
ト
を

任
せ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。刈
り

お
か
し
い
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
が
、当
初
は
角

を
立
て
ず
に
断
る
だ
け
の
ス
ペ
イ
ン
語
力
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、し
ば
ら
く
は
言
わ
れ
る
ま
ま
に
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
て
い
っ
た
。

　

や
が
て
ス
ペ
イ
ン
語
力
が
伸
び
て
く
る
と
、相
馬

さ
ん
は
勇
気
を
出
し
て
「
こ
れ
は
あ
な
た
の
授
業

な
の
で
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
な
た
が
や

る
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
詰
め
寄
っ
た
。
し
か
し
、
い

っ
た
ん
定
着
し
て
し
ま
っ
た
関
係
性
は
容
易
に
変

わ
ら
ず
、「
あ
な
た
の
技
術
を
見
た
い
の
だ
」
な
ど

と
は
ぐ
ら
か
さ
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

 

「
A
さ
ん
は
私
の
こ
と
を
『
イ
ン
タ
ー
ン
』の
よ
う

な
者
だ
と
見
て
い
る
の
だ
」。
そ
う
思
い
当
た
っ
た

の
は
、
任
期
が
後
半
に
入
っ
た
こ
ろ
だ
。
グ
ア
テ
マ

ラ
で
活
動
す
る
米
・
平
和
部
隊
の
友
人
か
ら
こ
ん

な
話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

 

「
グ
ア
テ
マ
ラ
の
人
た
ち
に
『
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
』
と
自
己
紹
介
す
る
と
、『
イ
ン
タ
ー
ン
』

の
よ
う
に
見
ら
れ
、
な
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
平
和
部
隊
の
者
は
、『
私
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
』

な
ど
と
『
職
種
』
や
『
資
格
』
で
自
己
紹
介
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
で
す
」

難
儀
し
た
。

　

配
属
校
で
は
、「
全
校
」
や
「
科
単
位
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
の
職
員
会
議
が
、い
ず
れ
も
四
半
期

に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
て
い
た
。理
容
美
容
科

の
職
員
会
議
に
相
馬
さ
ん
が
初
め
て
参
加
し
た
の

は
、
着
任
し
て
ま
も
な
い
時
期
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
力

が
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、同
僚
た
ち
の
発
言
が

聞
き
取
れ
ず
、交
わ
さ
れ
て
い
る
議
論
の
内
容
が
理

解
で
き
な
い
。
結
果
、「
チ
イ
は
こ
の
件
に
つ
い
て

ど
う
思
う
？
」な
ど
と
学
科
長
が
振
っ
て
く
れ
る
も

の
の
、相
馬
さ
ん
は
1
度
も
発
言
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
後
、
同
僚
の
ひ
と
り
（
以

下
、
A
さ
ん
）
が
あ
か
ら
さ
ま
に
相
馬
さ
ん
を
ア
シ

ス
タ
ン
ト
の
よ
う
に
使
お
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
た
と
え
ば
、
A
さ
ん
の
授
業
に

相
馬
さ
ん
が
入
る
と
、生
徒
に
披
露
す
る
カ
ッ
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
相
馬
さ
ん
に

押
し
付
け
、
自
分
は
椅
子
に
腰
掛
け
て
休
ん
で
い

る
。
そ
の
た
め
、
A
さ
ん
の
技
術
の
問
題
を
知
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
ほ
か
の
同
僚
は
、
自
分
が
知
ら
な

い
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
を
相
馬

さ
ん
に
委
ね
て
き
て
い
た
の
で
、A
さ
ん
の
態
度
が

　

相
馬
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、職
業
訓
練
校
の

理
容
美
容
科
。1
年
制
の
美
容
コ
ー
ス
と
6
カ
月
制

の
理
容
コ
ー
ス
が
あ
り
、約
20
人
の
ク
ラ
ス
が
前
者

に
は
4
つ
、
後
者
に
は
1
つ
設
け
ら
れ
て
い
た
。
各

ク
ラ
ス
に
教
員
が
1
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
お
り
、相

馬
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
活
動
は
、彼
ら
が
行
う

授
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

任
期
を
通
じ
て
活
動
の
柱
と
な
っ
た
の
は
、美
容
コ

ー
ス
の
各
ク
ラ
ス
の
授
業
に
入
り
、同
僚
た
ち
が
持

た
な
い
技
術
を
代
わ
り
に
教
え
た
り
、彼
ら
の
技
術

の
誤
り
を
正
し
た
り
す
る
こ
と
だ
。

「
ダ
ン
ス
」と
「
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
」が
奏
功

　

任
期
の
序
盤
、同
僚
や
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
で

上
げ
な
ら
自
分
で
で
き
る
」
と
考
え
、
ヘ
ア
ス
タ
イ

ル
を
変
え
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

グ
ア
テ
マ
ラ
で
も
見
か
け
な
い
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

だ
っ
た
が
、
意
外
だ
っ
た
の
は
、
同
僚
や
生
徒
た
ち

は
奇
異
の
目
で
見
る
の
で
は
な
く
、「
そ
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
は
あ
な
た
が
自
分
で
考
え
出
し
た
の
？
」な

ど
と
、興
味
津
々
で
質
問
を
投
げ
か
け
て
き
た
こ
と

だ
。
な
か
に
は
、「
先
生
と
同
じ
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に

し
た
い
！
」
と
言
い
出
す
生
徒
も
い
た
。「
良
い
チ

ャ
ン
ス
だ
」
と
考
え
た
相
馬
さ
ん
は
、
右
半
分
は
相

馬
さ
ん
が
カ
ッ
ト
し
、左
半
分
の
刈
り
上
げ
は
ほ
か

の
生
徒
に
挑
戦
さ
せ
て
み
た
。す
る
と
、「
私
も
！
」

と
い
う
生
徒
が
続
出
。
そ
う
し
て
一
時
期
、
相
馬
さ

ん
と
同
じ
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
が
美
容
コ
ー
ス
の
生
徒

た
ち
の
流
行
と
な
り
、同
時
に
相
馬
さ
ん
と
生
徒
た

ち
の
間
の
距
離
も
一
気
に
縮
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
」扱
い
を
す
る
同
僚
も

　

以
上
の
よ
う
に
、同
僚
や
生
徒
の
多
く
と
の
関
係

づ
く
り
は
良
好
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
相
馬
さ

ん
だ
っ
た
が
、一
部
の
同
僚
だ
け
は
関
係
づ
く
り
に

思
い
が
け
ず
威
力
を
発
揮
し
た
も
の
が
2
つ
あ
っ

た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
ダ
ン
ス
」
だ
。
相
馬
さ
ん
は

派
遣
前
、中
南
米
の
国
々
で
メ
ジ
ャ
ー
な
ラ
テ
ン
ダ

ン
ス
で
あ
る
「
サ
ル
サ
」
に
熱
中
し
て
い
た
。
そ
こ

か
ら
ラ
テ
ン
文
化
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
、協
力

隊
へ
の
参
加
を
志
し
た
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
。美

容
技
術
に
つ
い
て
語
れ
る
こ
と
は
、美
容
師
隊
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
以
上
、
当
た
り
前
の
こ
と
。

同
僚
や
生
徒
に
自
分
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、美
容
技
術
以
外
の
得
意
技
を
見
せ
る
こ

と
が
有
効
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
た
相
馬
さ
ん
は
、
任

期
の
序
盤
、参
加
し
て
い
た
授
業
で
生
徒
た
ち
の
集

中
力
が
途
切
れ
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、「
ダ
ン
ス

タ
イ
ム
」
の
挿
入
を
提
案
。
す
る
と
、
同
僚
た
ち
も

お
も
し
ろ
が
っ
て
賛
同
し
、音
楽
を
か
け
な
が
ら
み

　

相
馬
さ
ん
は
着
任
時
、「
私
は
日
本
か
ら
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
」
と
自
己
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の

う
え
、会
議
で
ひ
と
つ
も
発
言
で
き
な
い
姿
を
見
れ

ば
、「
こ
の
子
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
」と
捉
え
る
人
が
い
る
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。

　

語
学
力
に
ま
だ
自
信
が
な
い
時
期
で
あ
っ
て
も
、

会
議
の
議
題
を
事
前
に
聞
き
出
し
、あ
ら
か
じ
め
自

分
の
発
言
の
台
本
を
つ
く
っ
て
会
議
に
臨
め
ば
、

「
で
き
る
人
だ
」
と
印
象
づ
け
ら
れ
た
は
ず

—
—

。

こ
れ
が
相
馬
さ
ん
の
反
省
だ
。
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現
地
の
こ
と
を
知
る
一
方
、現
地
の
人
た
ち
に
自
分
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う

—
—

。そ
ん
な
「
お
見
合
い
」の
よ
う
な

段
階
に
あ
る
任
期
の
序
盤
、後
の
活
動
を
有
意
義
な
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
す
べ
き
な
の

か
？
　
事
例
を
通
し
て
要
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

任
期
序
盤
の
留
意
点

特
集
2

1  相馬さん（左端）は、美容コースの新入生を対象にしたヘアセット
の基礎を教える短期集中セミナーを担当。写真は、セミナーの最
後にマネキンを使ったコンテストを行ったときのもの

2  相馬さん（右）は、配属校の卒業生たちが開いている美容院でも
技術指導を実施。「集客力アップ」の秘訣などを伝えた

3  「カット」と「髭剃り」の指導ばかりになっていた理容コースでは、
「ブロー」などほかの技術を教える短期集中セミナーを相馬さん
が担当。写真は、セミナーの最後に実施したヘアスタイル・コン
テストの様子

4  理容コースのヘアスタイル・コンテストの優勝作品

1

3

4

語学力不足からの「だんまり」で
「インターン」扱いをされるように
職業訓練校の理容美容科に配属された相馬さん。趣味の「ダンス」などが
同僚や生徒との間の距離を縮めてくれたが、他方、語学力不足から会議で発言できなかったところ、
「インターン」のように扱い始める同僚も現れてしまった。

語学力不足は「準備」でカバー
語学力に不安のある任期序盤は、どう
しても「発言」を控えがちになってしま
うもの。会議など、ここぞという場面で
自分をアピールするためには、事前に

「台本」をつくるなどして、「発言」のチャ
ンスを逃さないことが重要だろう。

相馬さんの事例の

Point

CASE 1
自己PR

さんの事例
（グアテマラ・美容師・
2016年度4次隊）

着任の約1週間後、同僚（中央）が自宅での昼食に招いてく
れたときの1枚。相馬さん（右）の当時のヘアスタイルは、左
半分だけを刈り上げた奇抜なものだったが、これが同僚や生
徒たちとの関係づくりに役立った

特集 2 ｜ 任期序盤の留意点
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だ
。
文
書
は
ワ
ー
ド
で
作
成
し
た
が
、メ
ー
ル
で
電
子

デ
ー
タ
を
送
付
し
た
の
で
は
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の

を
渡
す
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、「
予
定
」の
欄
に
書

い
た
こ
と
を
忘
れ
た
と
き
に
見
返
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、月
例
報
告
書
を
綴
じ
て
保
存
す
る
た
め
の
バ
イ
ン

ダ
ー
を
用
意
。「
提
出
し
た
月
例
報
告
書
に
C
P
が

目
を
通
し
た
ら
、
既
読
の
サ
イ
ン
を
も
ら
い
、
小
郷
さ

ん
自
身
が
バ
イ
ン
ダ
ー
に
綴
じ
て
、
決
ま
っ
た
場
所
に

仕
舞
う
」と
い
う
ル
ー
チ
ン
を
つ
く
っ
た
。

　

月
例
報
告
書
は
ほ
か
の
同
僚
た
ち
に
も
配
布
。
ま

た
、着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
つ
と
課
長
が
着
任
し
た
た

め
、サ
イ
ン
は
課
長
に
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。

活
動
を
進
め
る
「
レ
ー
ル
」に

　
こ
の
月
例
報
告
書
は
、
任
期
を
通
じ
て
同
僚
た
ち

と
良
い
関
係
を
保
つ
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。

【
信
用
】　

小
郷
さ
ん
の
活
動
は
、
事
務
所
の
外
で
住

民
と
と
も
に
行
う
作
業
が
大
半
を
占
め
た
。し
か
も
、

同
僚
は
い
ず
れ
も
多
忙
で
あ
り
、彼
ら
に
活
動
に
同
行

し
て
も
ら
え
る
の
は
稀
だ
っ
た
。そ
う
し
て
小
郷
さ
ん

の
活
動
の
「
目
撃
者
」が
配
属
先
に
い
な
い
な
か
、「
い

つ
、ど
こ
で
、
何
を
や
っ
た
か
」を
伝
え
る
月
例
報
告

書
は
、小
郷
さ
ん
に
対
す
る
同
僚
た
ち
の
「
信
用
」に

つ
な
が
っ
た
。
結
果
、
物
産
展
へ
の
参
加
や
J
I
C
A

の
隊
員
総
会
な
ど
で
任
地
を
離
れ
る
際
な
ど
に
は
、

事
細
か
に
事
情
を
説
明
せ
ず
と
も
、「
ト
モ
コ
が
行
き

た
い
と
言
う
の
だ
か
ら
、き
ち
ん
と
し
た
理
由
が
あ
る

の
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
出
張
申
請
書
に

「
O
K
」の
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
支
援
】　

月
例
報
告
書
の
「
予
定
」
欄
に
は
、
予
定

し
て
い
る
活
動
に
関
し
て
依
頼
し
た
い
こ
と
も
記
す
よ

う
に
し
た
。た
と
え
ば
、事
務
所
外
で
の
活
動
で
同
僚

の
同
行
が
必
要
な
も
の
に
は
、「
ど
な
た
か
を
推
薦
し

て
ほ
し
い
」な
ど
と
太
字
で
記
載
。す
る
と
課
長
は
、

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、C
P
）と
な
っ
た
。と
こ
ろ

が
、
C
P
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
容

易
で
は
な
か
っ
た
。ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
言
語
が
フ
ラ
ン

ス
語
か
ら
英
語
に
切
り
替
わ
っ
た
2
0
0
9
年
以
前

に
社
会
に
出
た
C
P
が
得
意
と
す
る
の
は
、ル
ワ
ン
ダ

語
と
フ
ラ
ン
ス
語
。一
方
、
小
郷
さ
ん
が
派
遣
前
訓
練

で
学
ん
だ
の
は
英
語
で
あ
り
、ル
ワ
ン
ダ
語
は
現
地
語

学
訓
練
で
少
し
学
ん
だ
程
度
だ
っ
た
。そ
う
し
た
「
言

語
の
壁
」に
加
え
、C
P
は
多
忙
で
席
を
空
け
て
い
る

こ
と
も
多
か
っ
た
の
だ
。

　

光
明
を
見
出
し
た
の
は
、
着
任
し
て
2
週
間
ほ
ど

経
っ
た
こ
ろ
。C
P
に
お
願
い
し
て
郡
庁
の
資
料
を
入

手
し
、
勉
強
の
た
め
に
読
み
込
も
う
と
思
っ
た
が
、な

か
な
か
彼
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。そ

こ
で
小
郷
さ
ん
は
、「
資
料
が
欲
し
い
」
旨
を
英
語
で

付
箋
に
書
き
、C
P
の
机
に
貼
っ
て
お
い
た
。す
る
と
、

数
日
経
っ
て
よ
う
や
く
顔
を
合
わ
る
こ
と
が
で
き
た

と
き
に
、C
P
は
す
ぐ
さ
ま
そ
の
資
料
を
手
渡
し
て
く

れ
た
。小
郷
さ
ん
が
い
な
い
と
き
に
付
箋
の
伝
言
を
読

み
、用
意
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
だ
。

 

「
C
P
は
紙
に
書
い
た
伝
言
を
無
視
す
る
こ
と
は
な

く
、し
か
も
、英
語
の
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
」。

そ
う
知
っ
た
小
郷
さ
ん
は
、以
後
、C
P
に
依
頼
し
た

い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
英
語
の
「
メ
モ
書
き
」で
伝

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
メ
モ
書
き
」の
頻
度
が
増
え
、
煩
雑
に
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、「
月
例
報
告
書
」と
い
う
ま
と
ま
っ
た
形

の
書
類
で
C
P
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、そ
の
後
ま
も
な
く
の
こ
と
だ
。
月
例

報
告
書
に
記
載
し
た
内
容
は
、そ
の
月
に
行
っ
た
活
動

の
「
報
告
」と
、翌
月
以
降
に
行
う
活
動
の
「
予
定
」。

分
量
は
当
初
、「
報
告
」
と
「
予
定
」
を
そ
れ
ぞ
れ

A
4
1
ペ
ー
ジ
に
収
め
た
。ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
報
告

書
で
は
、英
語
が
苦
手
な
C
P
が
目
を
通
さ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、か
つ
、小
郷
さ
ん
自
身
も

作
成
・
提
出
を
継
続
し
づ
ら
く
な
る
と
考
え
た
か
ら

　

小
郷
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、郡
庁
の
ビ
ジ
ネ
ス

振
興
課
。求
め
ら
れ
て
い
た
活
動
は
、住
民
が
取
り
組

む
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
。任
期

中
に
取
り
組
ん
だ
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
。

■
伝
統
工
芸
品
の
製
造
・
販
売
の
支
援

　
サ
イ
ザ
ル
麻
の
繊
維
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
編
む
ル

ワ
ン
ダ
の
伝
統
工
芸
品
の
製
造
・
販
売
に
取
り
組
ん

で
い
た
協
同
組
合
を
対
象
に
、デ
ザ
イ
ン
の
多
角
化
や

販
路
の
拡
大
を
支
援
し
た
。

■
「
貯
金
」に
関
す
る
啓
発
の
実
施

 

「
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
け
れ
ど
、
元
手
が
な

い
」と
嘆
く
住
民
が
多
い
一
方
、
彼
ら
に
は
「
お
金
を

貯
め
る
」と
い
う
習
慣
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
に
通
う
子
ど
も
や
、商
店
主
な
ど
を
対
象

に
、「
貯
金
を
す
る
」と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
を
実
施
し
た
。

■
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
支
援

　

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
に
意
欲
を
持
つ
個
人

を
対
象
に
、「
カ
フ
ェ
の
経
営
」や
「
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
製
造
・
販
売
」と
い
っ
た
事
業
の
立
ち
上
げ
に
向

け
、製
造
技
術
の
指
導
な
ど
を
行
っ
た
。

「
メ
モ
書
き
」か
ら
「
月
例
報
告
書
」へ

　

小
郷
さ
ん
の
着
任
時
、ビ
ジ
ネ
ス
振
興
課
の
課
長

は
空
席
と
な
っ
て
お
り
、課
長
補
佐
に
あ
た
る
人
が
カ

可
能
な
限
り
対
応
し
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

「
J
I
C
A
事
務
所
の
職
員
が
配
属
先
に
や
っ
て
来

る
」な
ど
、課
長
に
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な

行
事
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
課

長
が
そ
れ
を
見
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
く
れ

た
。さ
ら
に
は
、依
頼
事
項
を
記
載
し
な
か
っ
た
活
動

に
つ
い
て
も
、
課
長
は
月
例
報
告
書
の
記
載
を
見
て
、

「
こ
の
活
動
を
す
る
の
な
ら
、こ
の
人
に
知
恵
を
借
り

る
と
い
い
よ
」と
自
発
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。

【
リ
マ
イ
ン
ド
】　

月
例
報
告
書
に
記
載
し
た
依
頼
は

課
長
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
。そ
の
た
め
、小
郷
さ
ん
は
予
定
の
活
動
を
月
例
報

告
書
で
伝
え
た
後
も
、口
頭
や
「
メ
モ
書
き
」で
リ
マ

イ
ン
ド
す
る
こ
と
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。口
頭
で
リ
マ

イ
ン
ド
す
る
際
に
は
、
月
例
報
告
書
の
バ
イ
ン
ダ
ー
を

取
り
出
し
て
、「
こ
こ
に
記
し
て
お
い
た
件
で
す
」と

説
明
。す
る
と
、「
な
る
ほ
ど
。
私
が
見
落
と
し
て
い

た
の
だ
ね
」と
言
っ
て
、そ
の
予
定
を
肝
に
銘
じ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
小
郷
さ
ん
の
活
動
に
と
っ
て
「
レ

ー
ル
」と
も
言
う
べ
き
基
盤
と
な
っ
た
月
例
報
告
書
。

バ
イ
ン
ダ
ー
に
た
ま
っ
た
書
類
の
束
は
、任
期
終
了
時
、

そ
の
ま
ま
小
郷
さ
ん
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
人
に
と
っ

て
の
「
引
き
継
ぎ
書
」に
も
な
っ
た
。

■  活動概要
東部県ルワマガナ郡の郡庁に配属
され、主に以下の活動に従事。
●伝統工芸品の製造・販売に取り

組む協同組合の支援
●「貯金」の習慣化を目的とした啓

発の実施
●新規ビジネスの立ち上げ支援

小郷さん基礎情報

■ PROFILE
大阪府出身。大学で開発学を、大
学院で国際公共政策を学んだ後、

（株）三菱東京UFJ銀行（現・〈株〉
三菱UFJ銀行）に入行。2017年
3月、協力隊員としてルワンダに赴
任。19年3月に帰国。

1  青少年センターで子どもたちを対象に行った「貯金」に関する啓発講習。ペットボトルで貯金箱を製作するな
ど、「貯金すること」へのモチベーションを高める工夫をした

2  小郷さん（右端）は週末に教会で空手指導も実施。その教え子たちにも「貯金」に関する啓発を行った
3  小郷さんが支援した協同組合がつくる伝統工芸品を扱うようになったホテルの土産物コーナー 配

属
先
と
の
関
係
を
堅
持
す
る

「
月
例
報
告
書
」を
導
入

郡
庁
に
配
属
さ
れ
、住
民
に
よ
る
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
小
郷
さ
ん
。

事
務
所
外
で
の
作
業
が
多
い
活
動
だ
っ
た
が
、配
属
先
に
提
出
す
る「
月
例
報
告
書
」
を

早
々
に
定
着
さ
せ
、カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
良
好
な
関
係
の
維
持
に
つ
な
げ
た
。

CASE 2
活動スタイルづくり

さんの事例
（ルワンダ・コミュニティ開発・
2016年度4次隊）

コミュニケーション手段が鍵
地域住民を対象とする活動が多いコ
ミュニティ開発隊員などの場合、顔を合
わせる時間の少ない配属先の同僚たち
との関係維持は、課題のひとつ。コミュ
ニケーションの方法を早々に確立して
おけば、後の活動がスムーズになる。

小郷さんの事例の

Point
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小郷さんが任期序盤に導入した「月例報告書」のバイン
ダー。当初は文章だけのものにしていたが、配属先で扱われ
る報告書で「写真」が多用されていたことから、月例報告書
もページ数を増やし、写真を掲載するようにした

特集 2 ｜ 任期序盤の留意点
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統
計
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た
事
業
運
営
に

　
八
尋
さ
ん
は
統
計
デ
ー
タ
の
作
成
を
終
え
る
と
、そ

の
結
果
を
A
さ
ん
と
配
属
先
の
所
長
に
報
告
。す
る

と
所
長
か
ら
、ウ
ゲ
ニ
ャ
・
サ
ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
全
体
の

保
健
行
政
関
係
者
が
集
ま
る
月
例
会
議
で
発
表
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
た
。
診
療
所
の
所
長
や
看
護
師
な
ど

約
30
人
が
集
ま
る
会
議
だ
。

　

八
尋
さ
ん
が
紹
介
し
た
統
計
デ
ー
タ
は
、
会
議
の

参
加
者
た
ち
が
初
め
て
目
に
す
る
種
類
の
も
の
。「
こ

の
地
域
は
栄
養
状
態
の
悪
い
人
が
多
い
」な
ど
、彼
ら

が
そ
れ
ま
で
肌
で
感
じ
て
い
た
こ
と
が
数
値
に
表
れ
て

い
た
よ
う
で
、「
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
の
か
」と
関
心

を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
会
議
で
は
、「『
栄
養

状
態
が
き
わ
め
て
悪
い
患
者
』の
割
合
が
多
い
世
代
に

つ
い
て
は
、
地＊

域
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
重
点
的
に
家

庭
訪
問
を
し
て
も
ら
う
べ
き
だ
」な
ど
、統
計
デ
ー
タ

を
事
業
に
反
映
す
る
方
法
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
た
。

そ
う
し
て
会
議
の
後
に
は
、統
計
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た

事
業
運
営
が
実
際
に
ス
タ
ー
ト
。た
と
え
ば
、定
期
的

に
行
っ
て
い
る
巡
回
診
療
は
、統
計
デ
ー
タ
で
患
者
数

が
多
か
っ
た
地
域
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、八
尋
さ
ん
自
身
も
そ
の
後
の
活
動
で
は
統
計

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
。た
と
え
ば
、
栄
養
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
連
れ
て
来
ら
れ
て
い
な
い
栄
養
失
調
児
の
あ
ぶ

り
出
し
を
す
る
た
め
、
配
属
先
の
巡
回
診
療
に
同
行

し
、
栄
養
状
態
に
つ
い
て
住
民
に
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
き
の
こ
と
。
そ
の
村
の
全
住
民

を
対
象
と
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
た

め
、
対
象
を
絞
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、そ
の
際
に
統
計

デ
ー
タ
を
参
照
。「
栄
養
状
態
が
き
わ
め
て
悪
い
患
者
」

の
割
合
が
多
か
っ
た
「
５
歳
未
満
児
」の
保
護
者
だ

け
を
対
象
と
し
た
の
だ
っ
た
。そ
う
し
て
、
栄
養
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
栄
養
失

調
患
児
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、配
属
先
に
よ
る
フ

ォ
ロ
ー
へと
つ
な
げ
る
こ
と
が
叶
っ
た
。

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
ウ
ク
ワ
ラ
病
院
の
栄

養
士
（
以
下
、
A
さ
ん
）が
行
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

同
席
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、地
域
の
栄
養
に
関
す
る

問
題
を
学
ん
で
い
く
こ
と
に
し
た
。そ
の
な
か
で
目
を

つ
け
た
の
が
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
記
録
簿
だ
。カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
う
ご
と
に
、
患
者
の
名
前
、
住
ん
で
い

る
場
所
、年
齢
、性
別
、身
長
、体
重
、カ
ウ
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
の
が
初
め
て
か
ど
う
か
、栄
養
状
態
の
悪
さ

（
3
段
階
評
価
）、体
の
状
態
（
病
気
の
有
無
・
種
類
・

症
状
）、
家
庭
の
食
料
事
情
（「
食
料
を
ど
の
程
度
入

手
で
き
て
い
る
か
」な
ど
）を
記
入
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
に
は
何
冊
も
の
記
録
簿
が

保
管
さ
れ
て
い
た
が
、ウ
ク
ワ
ラ
病
院
も
配
属
先
も
そ

れ
を
活
用
し
て
は
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
八
尋
さ
ん
が
こ
の
記
録
簿
の
内
容
を
集
計
、
分
析

し
、統
計
デ
ー
タ
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
の
は
、着
任

し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
。対
象
範
囲
と
し
た
の

は
、そ
れ
ま
で
の
半
年
間
に
行
わ
れ
た
約
5
0
0
回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報

を
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し
、「
地
域
別
患
者
数

比
」や
「
月
別
患
者
数
比
」、「
栄
養
状
態
別
患
者
数

比
（
世
代
ご
と
）」な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
。

　
ケ
ニ
ア
の
地
方
行
政
区
画
は
、47
の
「
カ
ウ
ン
テ
ィ
」

の
も
と
、「
サ
ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
」「
区
」「
村
」へと
分
か

れ
て
い
く
。八
尋
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
ウ
ゲ
ニ
ャ
・
サ

ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
保
健
事
務
所
は
、約
13
万
人
の
人
口
を

抱
え
る
同
サ
ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
保
健
行
政
を
所
管
す
る

機
関
。
求
め
ら
れ
て
い
た
活
動
は
、
地
域
の
「
栄
養
」

に
関
す
る
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
八
尋
さ
ん
は
派
遣
前
、
地
域
保
健
の
事
業
を
行
う

「
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
」で
栄
養
士
と
し
て
働
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
際
、「
地
域
保
健
の
事
業
で
は
、

『
疾
病
の
罹
患
率
』
な
ど
、
地
域
の
保
健
に
関
す
る

『
統
計
デ
ー
タ
』を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
」と
叩
き

込
ま
れ
た
。そ
の
た
め
、協
力
隊
員
と
し
て
赴
任
す
る

際
も
、「
ま
ず
は
活
動
地
域
で
保
健
に
関
す
る
調
査

を
行
い
、『
統
計
デ
ー
タ
』を
ま
と
め
よ
う
」と
考
え

て
い
た
。と
こ
ろ
が
、
赴
任
後
に
受
け
た
J
I
C
A
ケ

ニ
ア
事
務
所
に
よ
る
研
修
の
な
か
で
、地
域
保
健
の
活

動
に
つ
い
て
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。「『
調
査
』か
ら
活

動
を
始
め
た
隊
員
は
過
去
に
も
い
る
。し
か
し
、調
査

結
果
を
統
計
デ
ー
タ
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
任
期
が

終
わ
っ
て
し
ま
い
、そ
れ
を
生
か
し
た
活
動
は
で
き
な

か
っ
た
。も
ち
ろ
ん
、そ
の
統
計
デ
ー
タ
は
配
属
先
に

活
用
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、そ

れ
は
そ
れ
で
有
益
だ
と
は
思
う
」

　
八
尋
さ
ん
は
こ
の
話
を
踏
ま
え
、一
か
ら
調
査
を
行

う
こ
と
は
回
避
。任
期
序
盤
は
、現
地
に
す
で
に
存
在

し
て
い
る
デ
ー
タ
を
調
べ
、そ
れ
を
最
大
限
に
活
用
す

る
道
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

栄
養
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
記
録
簿

　

配
属
先
の
隣
に
は
、「
ウ
ク
ワ
ラ
病
院
」と
い
う
サ

ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
基
幹
病
院
が
あ
っ
た
。そ
こ
に
は
栄

養
士
が
ひ
と
り
置
か
れ
、
栄
養
状
態
に
問
題
が
あ
る

患
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
た
。八
尋
さ

ん
の
着
任
当
時
、
配
属
先
に
は
栄
養
士
が
配
属
さ
れ

　
八
尋
さ
ん
は
そ
の
後
、よ
り
有
益
な
統
計
デ
ー
タ
が

栄
養
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
記
録
簿
か
ら
引
き
出
せ
る
よ

う
、そ
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
改
善
を

A
さ
ん
に
提
案
し
た
。

■
「
名
前
」の
記
入
方
法

　
ウ
ゲ
ニ
ャ
・
サ
ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
は
ル
オ
人
が
多
い
地

域
。
彼
ら
の
名
前
は
「
本
人
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
」

「
出
生
の
時
間
帯
を
表
す
ル
オ
人
特
有
の
名
前
」「
父

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
」と
い
う
3
つ
で
構
成
さ
れ
る

の
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、A
さ
ん
は
従
来
、最
初
の
2
つ

し
か
記
入
し
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、
最
初
の
2
つ

だ
け
で
は
「
同
姓
同
名
」の
人
が
多
い
た
め
、過
去
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
患
者
が
来
た

と
き
に
、そ
の
患
者
の
過
去
の
記
録
を
拾
い
出
す
こ
と

が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。そ
こ
で
八
尋
さ
ん
は
、3
つ
す

べ
て
を
記
入
す
る
よ
う
、A
さ
ん
に
提
案
し
た
。

■
「
住
ん
で
い
る
場
所
」の
記
入
方
法

　

A
さ
ん
は
従
来
、複
数
の
「
村
」を
含
む
「
地
域
」

の
名
称
を
記
入
し
て
い
た
。し
か
し
、疾
病
の
流
行
状

況
な
ど
は「
村
」単
位
で
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

「
村
名
」ま
で
書
く
こ
と
を
A
さ
ん
に
提
案
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
改
善
は
、
A
さ
ん
の
業
務
を
煩
雑

に
す
る
も
の
。し
か
し
、統
計
デ
ー
タ
の
有
用
性
は
A

さ
ん
も
実
感
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、す
ぐ
さ
ま
実
践
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

一
か
ら
調
査
を
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
既
存
の
デ
ー
タ
を
活
用

地
方
の
保
健
行
政
機
関
に
配
属
さ
れ
た
八
尋
さ
ん
。

地
域
保
健
の
事
業
は「
統
計
デ
ー
タ
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、任
期
を
有
効
に
使
う
た
め
、

ま
ず
は
既
存
の
デ
ー
タ
を
調
べ
、そ
れ
を
活
用
す
る
道
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

■  活動概要
ウゲニャ・サブカウンティ（シアヤ・カ
ウンティ）の保健事務所に配属さ
れ、主に以下の活動に従事。
●地域の栄養に関するデータの集

計・分析
●栄養失調児の養育者への栄養

に関する指導
●栄養に関する啓発教材の作成

八尋さん基礎情報

■ PROFILE
1984年生まれ、長崎県出身。大
学卒業後、短大で栄養士の免許を
取得。栄養士として市町村保健セ
ンターなどに７年間勤務した後、
2017年1月に協力隊員としてケニ
アに赴任。19年1月に帰国。

CASE 3
課題発見

さんの事例
（ケニア・栄養士・2016年度3次隊）

1  栄養失調児の家庭を訪問し、養育者である祖母に離乳食と栄養について自作の教材で話をする八尋さん（左）
2  ウクワラ病院で栄養カウンセリングを行うAさん（奥）
3  栄養カウンセリングに連れて来られていない栄養失調児をあぶり出すために行ったアンケート調査
4  同僚たちが行う巡回診療に同行し、地域保健ボランティアに正しい身長測定のやり方を説明する八尋さん（左）

＊ 地域保健ボランティア…家庭を訪問しての啓発活動などを担当する地域保健スタッフ。ケニア全土に置かれている。

現地の人々が消費している食材を知るため、着任直後から
積極的に市場に通ったり、近所の人に料理をごちそうになっ
たりした。任地は食材が豊富であり、栄養失調は養育者の
食事のあげ方や病気などが原因となっていることが多かった

「調査」は必要性の検討から
規模の大きなアンケート調査などをす
れば、現地の実態をより精確に把握で
きる。しかし、協力隊員の任期には限り
がある。着任したら、まずは既存のデー
タをよく調べ、本当に調査が必要かどう
かを吟味することが有益だろう。

八尋さんの事例の

Point

特集 2 ｜ 任期序盤の留意点
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催
。そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
、
千
葉
さ
ん
の
出

張
の
目
的
だ
っ
た
。展
示
会
の
日
程
が
固
ま
る
と
、千

葉
さ
ん
は
出
張
申
請
書
を
作
成
し
、
校
長
に
提
出
。

す
る
と
、校
長
は
思
い
の
ほ
か
ス
ム
ー
ズ
に
出
張
を
認

め
て
く
れ
た
。

　

校
長
が
地
方
出
張
を
認
め
て
く
れ
た
の
は
、そ
れ
ま

で
全
力
で
授
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
千
葉
さ
ん
に
、厚

は
、着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
。

地
方
出
張
の
実
現

　

千
葉
さ
ん
は
着
任
当
初
か
ら
、サ
ブ
の
活
動
と
し
て

「
地
方
」の
小
学
校
で
も
美
術
教
育
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。
地
方
の
小
学
校
は
、
材

料
の
入
手
し
や
す
さ
な
ど
美
術
教
育
の
環
境
が
首
都

ほ
ど
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、支
援
の
必
要
性
が
よ
り
高
い

だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
。そ
う
し
て
任
期
の
序
盤
か

ら
、
校
長
に
「
地
方
の
小
学
校
に
行
っ
て
み
た
い
」と

伝
え
て
み
る
も
の
の
、な
か
な
か
認
め
て
も
ら
え
な
か

っ
た
。ブ
ー
タ
ン
は
主
要
都
市
の
間
に
「
峠
」が
あ
り
、

地
方
に
行
く
と
な
る
と
、
最
低
で
も
往
復
の
移
動
だ

け
で
3
、4
日
を
要
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
千
葉

さ
ん
の
1
回
の
地
方
出
張
で
美
術
授
業
に
開
く
穴
が

大
き
か
っ
た
の
だ
。

　

よ
う
や
く
地
方
出
張
が
実
現
し
た
の
は
、
着
任
し

て
7
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
美
術
授
業
の
普

及
に
取
り
組
む
ほ
か
の
小
学
校
教
育
隊
員
が
、そ
の

配
属
校
で
教
え
子
た
ち
の
美
術
作
品
の
展
示
会
を
開

　
ブ
ー
タ
ン
の
小
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
美
術
教
育

が
導
入
さ
れ
た
の
は
2
0
1
3
年
。
国
内
に
は
ま
だ

美
術
教
員
を
養
成
す
る
機
関
は
な
く
、
教
育
省
に
よ

る
美
術
教
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
し
た
小
学

校
教
員
が
美
術
授
業
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
校
の

美
術
教
育
を
推
進
す
る
役
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。そ
う
し
た
教
員
は
、
多
く
の
場
合
、ほ
か
の
教
科

の
授
業
と
の
掛
け
持
ち
だ
。

　

千
葉
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
小
学
校
で
も
、従
来
、美

術
授
業
は
教
育
省
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ

と
の
あ
る
教
員
が
担
当
し
て
い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、そ
の
教
員
も
や
は
り
ほ
か
の
教
科
の
授
業
を

掛
け
持
ち
し
て
い
る
た
め
、千
葉
さ
ん
の
着
任
以
降
は

校
長
の
意
向
に
よ
り
、千
葉
さ
ん
が
美
術
授
業
を
一
手

に
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
初
は
ク
ラ
ス
担
任
と
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で

美
術
授
業
を
行
い
、彼
ら
に
技
術
を
伝
達
し
て
い
こ
う

と
考
え
た
。し
か
し
、同
僚
た
ち
は
皆
、
多
く
の
授
業

を
抱
え
て
お
り
、美
術
授
業
の
負
担
が
加
わ
る
の
を
快

く
は
受
け
止
め
な
い
。そ
う
し
て
「
単
独
で
授
業
を
進

め
て
い
く
し
か
な
い
」と
千
葉
さ
ん
が
腹
を
決
め
た
の

い
信
頼
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

た
。し
か
し
千
葉
さ
ん
は
、当
初
か
ら
校
長
に
「
協
力

隊
員
と
し
て
、こ
の
国
全
体
の
美
術
教
育
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
れ
ば
、も
っ
と
早
く
に
地
方
出
張
を
認
め
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
の
後
悔
も
感

じ
た
。な
ぜ
な
ら
、
地
方
出
張
の
実
り
が
多
か
っ
た
か

ら
だ
。最
大
の
実
り
は
、自
分
の
配
属
校
に
つ

い
て
客
観
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
だ
。た
と
え
ば
、「
人
材
」に
つ
い
て
の

評
価
。
そ
れ
ま
で
千
葉
さ
ん
は
、「
同
僚
た

ち
は
美
術
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
な
い
」

と
い
う
不
満
を
抱
え
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、地

方
の
小
学
校
の
教
員
と
交
流
し
て
み
る
と
、

実
は
自
分
の
配
属
校
に
は
教
員
と
し
て
の
資

質
が
高
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
と

実
感
で
き
た
の
だ
。
同
僚
た
ち
は
、
自
分
の

責
務
に
熱
心
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
専
門
外
で

あ
る
美
術
教
育
へ
と
中
途
半
端
に
手
を
広
げ

る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
の
だ

—
—

。
千

葉
さ
ん
は
そ
う
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

以
後
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、配
属
校
で
の
活
動
に
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

地
方
で
出
会
っ
た
逸
材

　

初
め
て
の
地
方
出
張
で
意
義
を
実
感
し
た
千
葉
さ

ん
は
、そ
の
後
、美
術
授
業
の
普
及
に
取
り
組
む
ほ
か

の
小
学
校
教
育
隊
員
た
ち
と
と
も
に
、
地
方
で
行
う

協
働
の
活
動
を
積
極
的
に
企
画
。
結
局
、
千
葉
さ
ん

は
任
期
中
に
以
下
の
よ
う
な
4
回
の
地
方
出
張
が
叶

っ
た
。
❷
と
❹
の
対
象
校
は
、か
つ
て
協
力
隊
員
が
美

術
教
育
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
小
学
校
や
、
体
育
隊

員
の
配
属
校
、
協
力
隊
員
が
配
属
さ
れ
る
予
定
の
小

学
校
な
ど
だ
。

❶
着
任
の
約
7
カ
月
後
…
前
述
の
地
方
出
張
。

❷
着
任
の
約
8
カ
月
後
…
ほ
か
の
小
学
校
教
育
隊
員

た
ち
と
と
も
に
小
学
校
2
校
を
回
り
、
各
校
の
教
員

を
対
象
と
す
る
美
術
教
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。

❸
着
任
の
約
9
カ
月
後
…
ほ
か
の
小
学
校
教
育
隊
員

が
そ
の
配
属
校
で
開
催
し
た
、
教
え
子
た
ち
の
美
術

作
品
の
展
示
会
を
サ
ポ
ー
ト
。

❹
着
任
の
約
20
カ
月
後
…
ほ
か
の
小
学
校
教
育
隊
員

た
ち
と
と
も
に
小
学
校
4
校
を
回
り
、
各
校
の
教
員

を
対
象
と
す
る
美
術
教
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。

 「
地
方
出
張
は
、や
は
り
任
期
の
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
実
現
さ
せ
る
べ
き
だ
っ
た
」。あ
ら
た
め
て
そ
う

悔
や
ん
だ
の
は
、任
期
の
最
終
盤
に
行
っ
た
❹
の
地
方

出
張
の
際
だ
。
任
期
中
に
千
葉
さ
ん
が
出
会
っ
た
現

地
教
員
の
う
ち
、も
っ
と
も
美
術
教
育
へ
の
熱
意
が
強

い
と
断
言
で
き
る
よ
う
な
人
（
以
下
、
A
さ
ん
）が
、

こ
の
と
き
の
巡
回
先
小
学
校
に
い
た
の
だ
。

　

千
葉
さ
ん
が
着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、ブ

ー
タ
ン
の
美
術
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

J
I
C
A
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」が
ス
タ
ー

ト
。そ
の
一
環
と
し
て
日
本
で
美
術
教
育
の
研
修
を
受

け
た
ブ
ー
タ
ン
の
小
学
校
教
員
た
ち
は
、帰
国
後
、日

本
で
学
ん
だ
こ
と
を
ほ
か
の
教
員
た
ち
に
伝
え
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
受
講
者

の
ひ
と
り
だ
っ
た
A
さ
ん
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学

ん
だ
こ
と
を
そ
の
ま
ま
真
似
た
授
業
を
行
う
だ
け
で

な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
な
が
ら
多
様

な
工
作
課
題
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
り
、
児
童
が
授

業
で
つ
く
っ
た
作
品
の
展
示
会
を
開
い
た
り
と
い
っ
た

1  任期終盤に千葉さんが配属校で開いた美術作品の
展示会。児童が授業でつくりためてきた作品を、クラス
ごとにまとめて展示した

2  地方の学校に赴いて行った美術授業のワークショッ
プで、児童がつくった小麦粉粘土の作品

3  美術授業のワークショップを行った地方の学校の児童
と千葉さん。小麦粉粘土で千葉さんの名前の作品を
つくってくれた

配
属
先
外
で
の
人
脈
づ
く
り
は

早
々
か
ら
す
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔

小
学
校
に
配
属
さ
れ
、美
術
教
育
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
千
葉
さ
ん
。

「
序
盤
か
ら
積
極
的
に
挑
戦
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
後
悔
し
た
の
は
、

実
り
の
多
か
っ
た
地
方
の
小
学
校
に
赴
い
て
の
活
動
だ
。

CASE 4
ネットワークづくり

さんの事例
（ブータン・小学校教育・2016年度3次隊）

千葉さん基礎情報

■ PROFILE
1993年生まれ、宮城県出身。共立女
子大学でグラフィックデザインとプロダク
トデザインを学び、中学校と高校の教員
免許状（美術）を取得。2017年1月、
協力隊員としてブータンに赴任。19年
1月に帰国。

■  活動概要
ズィリオン・ナムゲリン小学校（ティン
プー県ティンプー市）に配属され、主に
以下の活動に従事。
●美術授業の実施
●美術クラブの運営
●他校における美術教育のワークショッ

プの実施（他隊員との協働）

形
で
発
展
さ
せ
て
い
た
の
だ
。

　

も
し
、
任
期
の
序
盤
に
A
さ
ん
と
出
会
っ
て
い
れ

ば
、S
N
S
な
ど
で
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、協
働
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
共
に
ア
イ
デ
ア
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、

千
葉
さ
ん
の
後
悔
だ
。た
と
え
ば
、ブ
ー
タ
ン
の
美
術

教
育
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
機
会
を
設
け
た
り
、美

術
教
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
協
働
で
開
催
し
た
り
す

る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
だ
っ

た
。

千葉さんが配属校で行った5年生の美術授業。人形劇の
短編映画づくりに取り組んでいる。任期序盤は配属校での
授業に力を注ぐ一方、「地方での美術教育の普及にも携わ
りたい」との思いを募らせていた

「出会い」は早めに
派遣国の将来を担うような人材が相手
ならば、活動を共にしたり、技術を伝達
したりする楽しさは格別だろう。そんな
人材と少しでも長い時間を共有するた
めには、任期の序盤から出会いのチャ
ンスを積極的に探ることが必要だ。

千葉さんの事例の

Point

特集 2 ｜ 任期序盤の留意点



2
代
目
隊
員
と
し
て
、初
代
隊
員
と

比
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
活
動
の
停
滞

 

文
＝

さ
ん（
東
テ
ィ
モ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
2
0
1
6
年
度
3
次
隊
）
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私
は
、
2
代
目
の
隊
員
と
し
て
、
バ
ウ
カ
ウ

県
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
セ
ン
タ
ー
と
い
う

N
G
O
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
隊
員
の
活

動
（
営
業
活
動
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
）
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
ほ

し
い
と
い
う
の
が
配
属
先
の
ニ
ー
ズ
で
し
た
。

　

し
か
し
、前
半
の
約
1
年
間
は
、周
囲
か
ら
前

任
者
の
活
動
と
比
べ
ら
れ
た
こ
と
で
、
な
か
な

か
活
動
が
軌
道
に
乗
ら
ず
、
苦
労
す
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
前
任
者
は
、男
性
で
ひ
と
り
で
も

が
つ
が
つ
と
営
業
を
進
め
て
い
く
タ
イ
プ
の
手

法
を
と
っ
て
お
り
、
配
属
先
か
ら
「
同
じ
よ
う

な
形
で
の
活
動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
風
に

言
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、私
は
「
隊
員
は
あ
く
ま
で
伴
走
役
、主
体

は
女
性
グ
ル
ー
プ
の
生
産
者
た
ち
」
と
い
う
気

持
ち
を
大
き
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、支
援

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
大
半
が
前
任
者
の
指
導

に
よ
る
営
業
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
り
つ
つ
も

活
動
が
活
発
で
な
い
状
況
で
あ
り
、
私
は
配
属

先
に
よ
る
「
積
極
的
に
営
業
活
動
を
進
め
、
販

路
拡
大
を
す
る
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活

動
が
で
き
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
に
も
難
し
さ
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、
赴

任
１
年
後
に
生
産
者
グ
ル
ー
プ
と
首
都
の
特
産

　前任者との比較は多くの隊員が直面する課題だと思いま
す。そこで重要なことは、現状分析を行い、自分のスキルや経
験をどのように生かせるかを考え、異なる視点から課題にアプ
ローチすることだと思います。私も4代目の隊員だったので配
属先には前任者の影響が強く残っていました。私は特別なス
キルはなかったので、まずは前任者の活動を引き継ぐことで状
況把握に努めました。その中で私ができることを見出し、工夫
することで、今まで前任者たちが築き上げてきた活動の継続
性を保ちつつも、私なりの活動を行うことができました。

　自己分析のフレームワークに「Will-Can-Must」というも
のがあります。活動内容を決める際も「やりたいこと」「できる
こと」「すべきこと」のバランスが大切だという認識があれば、
今回のように相手の要望だけに囚われてしまうことを回避で
きたのではと思います。私も最初は初代隊員の活動を引き継
ごうとするあまり早々に行き詰ってしまったのですが、活動に
対する思い込みを捨て、自分の経験やスキルを積極的に周囲
に開示するようにしたところ、新しいつながりやきっかけが生
まれてより自分らしい活動を見つけることができました。

文＝協力隊経験者
● アフリカ・コミュニティ開発・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
県庁生産局に配属され、食糧問題の解決、住民の収入向上を目指し、農
家に適正な稲作技術の普及に取り組んだ。加えて、農家グループの組織
化、マーケットの改善などを行い、持続的な稲作の発展に寄与した。

現状分析で自分の生かせる場を積極的な自己開示を

文＝協力隊経験者
● アフリカ・コミュニティ開発・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
郡庁に配属され、羊毛製品の生産・販売を行う協同組合を対象とした、
商品開発・生産管理・販路開拓などの支援と、少女を対象とした編み
物教室の開催などを行う。

特産品フェアで加工食品を販売する女性たち。トランさんは、ネットや本などを活用し、家で試作をしてみて、身近に
ある手に入りやすい材料でつくれる商品を提案したり、品質に問題がある商品に対する改善策などを提示したりする
など、商品づくりから販売までを見守るような活動にシフトチェンジしていった

品
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

私
は
前
職
の
経
験
を
生
か
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
商
品
の
広
報
物
を
製
作
し
、
持
参
。
生
産

者
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、C
P
）
に
も
そ
の
広
報
物

を
ほ
め
ら
れ
、
彼
女
た
ち
も
フ
ェ
ア
で
の
販
売

活
動
に
そ
れ
を
活
用
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
C
P
に
、「
智
美
に
こ
ん
な
ス
キ
ル
が
あ

る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
、
う
ち
の
N
G
O
で

は
こ
れ
を
今
つ
く
れ
る
人
は
い
な
い
か
ら
助
か

る
」
と
あ
り
が
た
が
ら
れ
、自
分
の
ス
キ
ル
や
で

き
る
こ
と
を
生
か
し
て
配
属
先
に
提
案
す
る
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
前
任
者
の
よ

う
に
自
身
で
売
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
貢

献
す
る
の
で
は
な
く
、C
P
を
主
体
に
し
て
、各

地
の
フ
ェ
ア
に
グ
ル
ー
プ
が
参
加
す
る
よ
う
促

し
、
そ
こ
で
ス
ム
ー
ズ
に
販
売
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
性
格
と
し
て
、
主
導
す
る
よ
り
周
り

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
方
が
向
い
て
い
る
こ
と
に
活
動
の
後
半
に

は
気
づ
き
、
周
囲
に
も
自
分
は
そ
う
い
う
立
場

で
活
動
を
し
て
い
き
た
い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

す
る
と
、
自
分
ら
し
い
活
動
と
い
う
の
が
見
え

て
き
て
、
周
り
も
そ
れ
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
、

活
動
が
軌
道
に
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■  PROFILE
1988年生まれ、新潟県出身。2013年、お
茶の水女子大学大学院人間文化創成科
学研究科ジェンダー社会科学専攻修了
後、明治図書出版株式会社に入社。小中
学校向けの英語教材の編集を担当。退職
し、17年1月、協力隊に参加。19年1月、帰
国。その後、READYFOR株式会社にキュ
レーターとして就職。

■  活動概要
東ティモール・バウカウ県の女性食品生産
者グループの活動の活性化及び収入向上
を目指し、以下の活動を行う。
●加工食品づくりの新商品開発と商品改

善による収入向上支援
●パンフレットやポスター、バナーなどの作

成による広報活動　など

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃173

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
前任者と自分を比較しすぎ、配属先から「言われた」ニーズ
に囚われてしまったことが失敗の原因だと考えます。任地の
現状の分析とニーズを探すことに加え、自身の性格やスキル
を配属先に周知し、前任者とは違う人間であることを早めに
理解してもらえるよう努めればよかったです。活動後半で、
自分らしさや自分の今までのスキル、そして現状を踏まえて
やるべきことをしっかり見つめることの大切さに気付くことが
できましたが、より早い段階でそれができていれば、もっと
生産者グループにも配属先にもノウハウなどを残せたので
はないかと思っています。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
過去に編集やデザインの
経験がある。ネットなどの
情報収集スキルがある。

【隊員の弱み（W）】
営業やマーケティング経験
がない。相手のニーズを優
先的に考えがち。

外部

【環境の良い面（O）】
生産者グループは、営業活
動や食品加工の経験とスキ
ルを持っている。

【環境の悪い面（T）】
市場の状況によって、営業
や食品加工の活動が行え
ないことがあり、営業活動
は活発ではない。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

生産者グループの活
動の活性化および収
入向上のサポート。

実際の結果

生産者グループに必
要なサポートをその
都度できなかった。

活動
開始

営業活動が活発で
なく（T）、その補強
を求められたが、隊
員にその経験がなく
（W）、前任者の活動
に引きずられる。



決
定
し
て
い
た
。
着
任
後
す
ぐ
に
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
C
P
を
探
す
必
要
が
あ
っ
た
。

Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

幸
い
、
同
セ
ン
タ
ー
は
全
員
で
20
人
程
度

と
組
織
と
し
て
は
比
較
的
小
さ
く
、
赴
任
2

カ
月
で
各
研
究
者
と
自
由
に
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
や
持
っ
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
に
コ
ン

タ
ク
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
研

究
に
自
然
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
指
導
者
的
な
立
場
で
赴
任
し
ま
し

た
が
、
最
初
は
学
位
を
持
つ
研
究
者
か
ら
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
に
至
る
ま
で
、
彼
ら
の
信
頼
を

勝
ち
取
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
労
力
を
い
と
わ
ず
、
率
先
し
て
体
を
動

か
し
ま
し
た
。
あ
る
意
味
体
力
勝
負
の
一
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
度
信
頼
を
得
ら
れ
れ

ば
、
あ
と
は
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
進
み
、
多

少
の
無
理
も
利
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
分
野
に
限
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、「
イ
ン
ヘ
ニ
エ
ロ
（
技
師
）」
を
C
P

と
し
て
活
動
す
る
場
合
、
彼
ら
の
プ
ラ
イ
ド

を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
イ
ン
ヘ
ニ

エ
ロ
は
そ
の
分
野
の
専
門
家
と
し
て
の
地

位
が
世
間
に
認
め
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
そ
の

知
識
や
技
術
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
で
す
。
一
度
行
き
違
い
が
あ
る
と
中
々
元

に
戻
ら
ず
、相
当
の
努
力
を
要
し
ま
す
。

Q 

ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　

こ
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
、
物
事
を
考
え
る

と
き
は
常
に
最
低
5
パ
タ
ー
ン
以
上
の
ア
イ

デ
ア
を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
義

足
の
合
わ
せ
方
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
、
説
明
方
法
、
誰
に
協
力
を
頼
む
か
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
お
く

こ
と
で
、
解
決
の
可
能
性
を
よ
り
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
多
く

の
人
を
巻
き
込
み
一
枚
岩
で
対
応
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、そ
の
場
の
状
況
を
冷

静
に
分
析
し
て
複
数
の
選
択
肢
か
ら
最
適
だ

と
思
う
方
法
を
試
し
ま
す
。
さ
ら
に
大
切
な

こ
と
は
、
試
し
た
結
果
の
良
し
悪
し
に
か
か

わ
ら
ず
反
省
し
、次
に
生
か
す
こ
と
。
そ
の
積

み
重
ね
が
何
よ
り
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

開
発
途
上
国
で
は
国
際
赤
十
字
や
現
地

産
、
中
国
製
の
材
料
や
部
品
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う
す
れ

ば
限
ら
れ
た
環
境
で
義
肢
装
具
の
快
適
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
よ
り
創

意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、日
本
の
よ

う
に
四
季
が
な
い
国
も
多
い
た
め
、
そ
の
国

の
気
候
を
考
慮
し
て
製
作
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
活
動
を

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
も
の

ご
と
を
考
え
る
能
力
や
柔
軟
な
発
想
は
鍛
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
経
験
は
任

期
を
終
え
て
か
ら
の
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
も

き
っ
と
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

赴
任
し
た
国
立
ロ
ハ
大
学
・
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
に
特
化
さ
れ

た
施
設
で
あ
る
た
め
学
部
学
生
は
在
籍
し

な
い
。
そ
の
研
究
体
制
は
概
ね
以
下
の
様
で

あ
っ
た
。
同
大
学
内
に
公
表
さ
れ
た
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
学
生
が
興
味
を
持
っ

た
も
の
を
選
び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
下
に
集
ま
っ
て
来
る
。
学
生
の
多
く
は
自

然
科
学
的
な
実
験
に
携
わ
る
の
は
初
め
て

で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
（
隊

員
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
〈
以
下
、
C
P
〉

で
も
あ
る
）
は
、1
、2
人
の
テ＊

２

ク
ニ
シ
ャ
ン

と
共
に
集
ま
っ
た
学
生
を
指
導
し
つ
つ
彼
ら

の
協
力
を
得
て
自
分
の
研
究
を
遂
行
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
隊
員
は
C
P
に
対
し

て
は
研
究
の
円
滑
な
進
展
の
た
め
の
助
言

者
で
あ
り
技
術
的
な
指
導
者
で
あ
る
と
同

時
に
、
学
生
に
対
し
て
も
指
導
的
役
割
を
担

う
。
従
っ
て
、
実
際
の
活
動
は
実
験
計
画
・

手
順
の
立
案
、
実
験
の
原
理
・
目
的
・
意
義

を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
模
範
的
な

実
験
の
実
施
、
得
ら
れ
た
実
験
結
果
の
収

集
・
整
理
・
論
文
作
成
な
ど
で
あ
っ
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
期
間
は
、
2

年
間
の
も
の
が
多
い
。
現
地
の
申
請
か
ら
隊

員
派
遣
ま
で
約
1
年
を
要
し
、
隊
員
は
任
期

前
半
1
年
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
て

し
ま
う
。
私
の
場
合
、
赴
任
時
に
は
要
請
書

記
載
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ほ
ぼ
終
了

し
、
C
P
も
数
カ
月
後
に
異
動
す
る
こ
と
が

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

主
な
活
動
は
患
者
さ
ん
に
義
足
や
装
具
の

提
供
を
す
る
こ
と
で
す
。
日
本
と
は
異
な
る

材
料
や
製
作
法
の
た
め
、
自
分
が
そ
れ
に
慣

れ
る
よ
う
、
最
初
の
1
年
は
患
者
さ
ん
を
多

く
見
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
同
僚

の
仕
事
（
型
取
り
か
ら
納
品
）
は
非
常
に
の

ん
び
り
し
て
い
た
の
で
、
回
転
率
を
倍
以
上

に
し
、
そ
れ
を
習
慣
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。
私
が
と
き
に
休
憩
時
間
を
削
り
、

仕
事
を
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
1
年
、
同

僚
も
少
し
ず
つ
ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
2
年
目
か
ら
は
、
私

の
責
任
で
見
て
い
た
患
者
さ
ん
を
少
し
ず
つ

同
僚
に
担
当
さ
せ
、
専
門
職
と
し
て
患
者
さ

ん
を
担
当
す
る
責
任
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
方
が
私
の
帰
国
後
、
患
者
さ
ん
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
は
30
以
上
の
言
語
が
あ

り
、言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
の
が
困
難
な
患
者
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
っ
て
脚
を
切
断
し

た
4
歳
の
女
の
子
を
担
当
し
た
と
き
、
痩
せ

て
い
て
肉
の
少
な
い
脚
に
義
足
を
適
合
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
う
え
、言
葉
が
通
じ
ず
、さ

ら
に
女
の
子
の
父
親
は
伝
統
医
療
を
信
じ
て

い
ま
し
た
。
義
足
の
使
用
に
よ
り
再
び
歩
け

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
で
も
女
の
子
が
義
足

を
つ
け
て
日
常
生
活
を
送
る
に
は
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
こ
と
な
ど
を
伝
え
、
納
得

し
て
も
ら
う
こ
と
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

CBTで、研究テーマについてCPと話し合う西川さん。西川さんは、配属先の研究プロジェクトを研究者と一緒
に行う目的で活動に取り組んだが、「研究センターで研究者として生活するためや学生を指導する場合には自
分の研究テーマを持っていた方が都合がよい」と感じたという。実際に研究テーマを持つことで、他の研究者と
対等の立場で自分の研究も可能になり、学生の指導も無理なく実施できるようになったそうだ

＊2 テクニシャン…実験の補助をする人。自身で研究テーマなどは持たない。

同僚に義肢装具製作のアドバイスをする宮田さん（中央）。現在、世界には義足や装具を必要としている障害
者が年間3500万人おり、義肢装具士が提供できている数は5〜15パーセントほどといわれている（WHO 
annual reportより)。2050年までには、義肢装具の需要は20億人を超えると推測され、慢性的な義肢装
具士や材料不足に対して患者が増え続けているのが義肢装具業界の実態だという

※人数は、2019年6月30日現在。 ※人数は、2019年6月30日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

バイオ
テクノロジー

#C105

福祉用具
#I103

さん
（SV・エクアドル・2015年度1次隊）

 さん
（東ティモール・2016年度1次隊）

■  活動概要
国立ロハ大学・バイオテクノロジーセンター（C

＊１

BT）に
て以下の活動を行う。
●同センターへの実験技術移転と研究者および学
生の実験技術向上を目指した技術指導
●研究計画および実験計画の作成と実験結果の整
理・解釈および論文執筆の補助
●新規研究プロジェクト獲得のための申請書作成

■  活動概要
国立リハビリテーションセンター義肢装具部門にて義肢
装具製作、技術指導を行う。主な活動は以下のとおり。
●患者さんの評価
●義肢装具の採型、製作、適合、調整、修理
●同僚への技術指導、知識共有
●材料やパーツの管理、アドバイス
●地方の障害者の地方巡回　など

■  PROFILE
1948年生まれ、長崎県出身。74年、鹿児島大学大学院農学
研究科修了後、製薬メーカー入社。同社研究所に所属し、生
化学的研究に従事。91年、関西医科大学微生物学講座入職。
ウイルスの分子生物学的研究と実験・実習の指導に携わり、
2011年6月定年退職。1996年、博士 （医学）。退職後、SVと
してエクアドルの国立ロハ大学・バイオテクノロジーセンター
に赴任 （2011年度4次隊、2015年度1次隊）。18年7月帰国。

■  PROFILE
1990年生まれ、群馬県出身。2013年3月、新潟医療福
祉大学リハビリテーション学部義肢装具自立支援学科を
卒業後、義肢装具士として奈良県の奈良義肢株式会社に
3年間勤務。16年7月、協力隊に参加。18年7月に帰国。
同年 8月より、タイのマヒドン大学医学部義肢装具学科
修士課程に入学。現在は開発途上国向けにコストを抑え、
かつ耐久性もあり、快適に使用できる義足の勉強中。

話話

24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 825 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 8

派  遣  中 ▶ 2人

累　　計 ▶ 46人

分　　類 ▶ 農林水産

活  動  例 ▶ 組織培養技術による各種植物

の種苗生産技術の向上　など

類似職種 ▶ −

派  遣  中 ▶ 1人

累　　計 ▶ 24人

分　　類 ▶ 社会福祉

活  動  例 ▶ 福祉用具の製作、技術者への技

術指導　など

類似職種 ▶ −

＊1 CBT…バイオテクノロジーセンター、Centro de Biotecnología。
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平塚さんのプロフィール

愛
知
県
出
身
。

3
月
、
大
学
の
農
学
部
を
卒

業
後
、
金
融
機
関
に
て
法
人

営
業
を
担
当
①

6
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
。

マ
ラ
ウ
イ
の
ン
ト
ゥ
ウ
ン
ボ
中

高
等
学
校
に
て
、
生
物
を
中
心

と
し
た
教
科
指
導
と
、
授
業
の

サ
ポ
ー
ト
、
担
当
地
域
内
で
実

験
道
具
の
使
用
法
の
伝
授
や
、

実
験
器
具
の
管
理
運
営
方
法
の

整
備
な
ど
を
行
っ
た
。

7
月
、帰
国
。

4
月
、
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス

テ
ム
株
式
会
社
に
入
社
②

管
理
室
企
画
部
に
所
属
し
、
社

内
の
新
規
事
業
の
活
性
化
を
先

導
し
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
役
を
担
う
。

1986

　

幼
い
頃
か
ら
自
然
や
動
物
が
好
き
だ
っ
た
。
声
を

上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
弱
い
立
場
を
守
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
彼
ら
の
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
自
分
で
は
困
難

を
伝
え
ら
れ
な
い
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思

い
に
育
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
思
い
は
、現
在
、開
発
途

上
国
の
課
題
を
解
決
す
る
事
業
の
創
出
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

恵
ま
れ
た
環
境
で
不
足
し
て
い
た
も
の

　 

「
普
通
の
家
庭
で
、
不
自
由
な
く
育
っ
た
」
と
い
う

平
塚
さ
ん
は
、
高
校
生
の
頃
、
自
分
と
同
年
代
で
恵

ま
れ
な
い
環
境
に
い
る
途
上
国
の
人
た
ち
の
こ
と

を
知
り
、
彼
ら
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。
そ
ん

な
と
き
、
協
力
隊
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
参
加
を
考
え

た
と
い
う
。
元
国
連
関
係
者
が
教
授
を
務
め
る
大
学

の
農
学
部
に
進
学
し
て
環
境
管
理
や
国
際
協
力
政

策
に
つ
い
て
学
び
、
研
修
で
行
っ
た
タ
イ
の
大
学
で

現
地
の
生
活
を
向
上
す
る
活
動
に
携
わ
っ
た
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
、
動
物
保
護
活
動
を
す
る
N
G
O
で

活
動
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
団
体
が
資
金
不
足
で

解
散
す
る
。「
団
体
の
人
は
人
が
良
過
ぎ
た
の
か
も
」

と
振
り
返
り
、
金
銭
面
を
シ
ビ
ア
に
捉
え
な
い
と
良

い
活
動
で
も
続
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
身
に
染
み
た
。

そ
の
経
験
か
ら
大
学
卒
業
後
は
金
融
機
関
に
就
職
。

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
で

　

帰
国
し
た
平
塚
さ
ん
は
、
B
O
P
層
に
向
け
た
事

業
を
行
う
企
業
や
団
体
を
探
し
、
N
G
O
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
を
訪
問
し
た
り
、
B
O
P
関
連
事

業
の
説
明
会
や
J
I
C
A
の
企
業
向
け
帰
国
報
告

会
に
参
加
し
た
り
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
矢

崎
グ
ル
ー
プ
だ
。
自
動
車
部
品
の
製
造
・
販
売
な
ど

を
行
う
同
社
は
、
社
会
貢
献
活
動
に
注
力
し
て
お

り
、
人
を
大
事
に
す
る
企
業
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

途
上
国
に
多
く
の
拠
点
を
持
っ
て
い
る
。
平
塚
さ
ん

は
同
社
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
実
現
で
き
る

未
来
を
見
た
。
職
種
も
業
種
も
未
経
験
だ
っ
た
が
、

「
何
事
も
ま
ず
挑
戦
」
と
い
う
姿
勢
で
応
募
し
た
。

　

現
在
は
、
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
に

所
属
し
、
新
規
事
業
の
企
画
と
社
内
の
新
規
事
業
創

出
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
、
新
規
事
業
の
企
画
だ
。
平
塚
さ
ん
は
、

法
人
営
業
と
し
て
働
き
、
営
業
成
績
も
悪
く
な
か
っ

た
が
、「
こ
の
経
験
は
協
力
隊
参
加
の
た
め
」
と
決

め
て
い
た
。
入
社
3
年
目
、
協
力
隊
に
応
募
。
合
格

後
、退
職
し
、マ
ラ
ウ
イ
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　

マ
ラ
ウ
イ
の
中
高
等
学
校
で
理
科
教
育
向
上
の

た
め
、
担
当
地
域
の
教
育
制
度
構
築
や
生
物
の
教
科

指
導
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
平
塚
さ
ん
。
生
徒
へ
の

生
物
の
授
業
や
、
同
僚
で
あ
る
教
員
に
対
し
て
実
験

道
具
の
使
用
方
法
な
ど
、
理
数
科
に
関
す
る
知
識
の

伝
授
に
加
え
、
地
域
の
学
校
間
で
実
験
道
具
の
使
用

方
法
を
シ
ェ
ア
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
運
用
す
る

活
動
を
行
っ
た
。

　

任
地
に
は
電
気
が
な
く
、
水
道
も
電
波
も
な
い
。

夜
は
学
校
に
生
徒
が
集
ま
り
、
皆
で
数
個
の
懐
中
電

灯
の
も
と
自
主
学
習
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は
空
き
時

間
に
働
き
、
お
金
を
貯
め
て
懐
中
電
灯
用
の
乾
電
池

を
買
っ
て
い
た
。
そ
の
姿
を
見
た
平
塚
さ
ん
は
、
物

資
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
た
の
に
、
理
由
を
つ
く
っ

て
は
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
を
避
け
て
い
た
自
分

に
気
づ
か
さ
れ
、恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

　

同
時
に
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
た
。
現
地
で
は
質
の
悪

い
乾
電
池
し
か
手
に
入
ら
な
い
。
日
本
に
あ
る
、
充

電
式
乾
電
池
や
手
回
し
充
電
の
ラ
ン
タ
ン
な
ど
の

物
品
が
、
な
ぜ
本
当
に
必
要
な
人
に
届
か
な
い
の
か

…
…
平
塚
さ
ん
は
、
彼
ら
が
必
要
と
す
る
製
品
と
サ

ー
ビ
ス
を
届
け
ら
れ
る
仕
事
を
し
よ
う
と
決
め
た
。

B
O
P
層
を
対
象
に
し
た
途
上
国
の
社
会
課
題
を
解

決
す
る
事
業
を
創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
。

現
在
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
事
業
企
画
の
段
階
は
終

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
各
パ
ー
ツ
で
実
証
実
験
を

実
施
し
、
実
現
性
を
図
っ
て
い
る
段
階
だ
。
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
は
量
産
レ
ベ
ル
ま
で
進
ん
で
お
り
、
事
業

ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
関
係
者
と
の
契
約
を
整
え
て
い

る
。
社
内
外
で
同
事
業
に
賛
同
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ

ー
は
20
人
を
超
え
、
知
恵
を
寄
せ
合
っ
て
進
ん
で
い

る
状
況
だ
。
関
係
者
の
人
数
が
多
く
、
海
外
で
の
活

動
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
苦
労

は
絶
え
な
い
。
そ
れ
で
も
協
力
隊
時
代
に
、
イ
ン
フ

ラ
が
整
わ
な
い
環
境
で
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ

れ
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
た
経
験
が
あ
る
か
ら
「
困

難
に
は
め
げ
な
い
し
、粘
り
強
く
な
っ
た
」と
い
う
。

 

「
前
職
で
は
余
裕
の
あ
る
範
囲
で
仕
事
を
し
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
目
一
杯
頑
張
る
こ
と
が
ダ
サ

い
と
感
じ
て
い
た
の
か
な
。
今
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン

ト
や
り
切
っ
た
方
が
、
仕
事
も
人
生
も
楽
し
く
て
明

る
い
も
の
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

日
々
悩
み
、
勉
強
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
歩
を
重
ね

る
平
塚
さ
ん
。「
失
敗
し
て
も
成
功
す
る
ま
で
挑
戦

す
る
」
と
そ
の
想
い
を
語
る
。

 

「
今
回
の
新
規
B
O
P
事
業
で
、
困
っ
て
い
る
方
に

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
仕
事
の
域
を
超
え
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ

て
い
る
感
覚
で
す
が
、
仕
事
と
し
て
し
っ
か
り
結
果

を
出
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
く
れ
た
会
社

に
も
還
元
し
た
い
。誰
か
の
役
に
立
つ
の
な
ら
、て
を

か
え
し
な
を
か
え
今
の
事
業
形
態
だ
け
に
固
執
せ

ず
、目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
挑
戦
し
続
け
た
い
」

　

実
際
に
事
業
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
来
年
。
ゴ
ー
ル

の
向
こ
う
側
に
見
え
る
人
の
幸
せ
の
た
め
に
、
今
日

も
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
で
走
る
。

成
功
す
る
ま
で
挑
戦
す
る

マ
ラ
ウ
イ
・
理
数
科
教
師
・
2
0
1
1
年
度
1
次
隊

さ
ん

就職

協力隊
に参加

選択の理由

活動していたNGOが資金不足で解散し
たことで、世間の荒波に揉まれ、物事を
シビアに見つめる視点が大切だと思い、
お金の勉強をしようと金融機関に就職。
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事業企画
の担当に

選択の理由

矢崎グループの社是は「世界とともにある企
業」「社会から必要とされる企業」。また、挑
戦する従業員を会社としてサポートしてくれる
社風など、同社で働くことが自身のやりたい
ことの実現につながると感じ、入社。

人生を変えた2年間

Vol.169

efore ▶ fter

fter

efore

before
金融機関 法人営業

after
エネルギー総合プロデュース企業
企画担当

プロジェクトのために、市場調査を実施する平塚さん。現場の声を聞いて、そこから課題や解決策を一緒に考えていく
過程は協力隊の活動と似ており、その経験は現在の事業を動かすうえで役立っていると感じている　

マラウイで生徒の質問に答える平塚さん。自宅が学校の近くだったため、よく生徒
が訪問した。周りにいるのは、毎日遊びに来る好奇心旺盛な子どもたち

矢崎エナジーシステム
株式会社

②

①

設立年月日： 1963年8月21日
本社所在地：東京都港区

三田1-4-28
事業内容： 電線事業、ガス機器

事業、環境システム
事業、計装事業

従業員数： 2076人（2018年
6月現在）

URL：ht tps ://www.yazaki -
　　　group.com/



［ 座 談 会 参 加 者］

　
「
内
向
き
」
と
い
う
課
題

協
力
隊
時
代
、
私
の
任
地
で
は
米
国
人
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地

域
の
子
ど
も
に
情
操
教
育
な
ど
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
よ
く
、
そ
の
お
手
伝

い
を
し
た
の
で
す
が
、
彼
女
と
付
き
合
う
な
か
で
、
米

国
と
日
本
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
社
会
的
地
位

が
随
分
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
米
国
で

は
修
士
号
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
高
い
専
門
性
を
要
す
る
業

務
を
行
う
が
ゆ
え
に
、
給
料
も
日
本
よ
り
高
い
水
準
に

あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
社
会
生
活
上
の
課
題
を

抱
え
る
方
を
支
援
す
る
仕
事
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
り
方

は
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
海
外

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
も
知
っ
て
お
く
こ

と
は
重
要
な
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
今
の
職
場
に
い
る

先
輩
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
の
会
話
に
は
、

「
外
」
に
目
を
向
け
る
よ
う
な
話
は
な
か
な
か
出
て
き

ま
せ
ん
。
か
と
言
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
経

験
年
数
が
重
視
さ
れ
る
世
界
で
す
の
で
、
私
の
よ
う
な

新
米
が
「
海
外
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
あ
り
方
に

目
を
向
け
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
ま
し
ょ
う
」
な
ど

と
発
信
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
。
社
会
福
祉
に
関

す
る
法
令
は
毎
年
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ

を
把
握
す
る
た
め
に
も
日
々
、
勉
強
を
重
ね
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
「
外
」
に

目
を
向
け
る
余
裕
を
持
ち
づ
ら
い
と
い
う
事
情
も
あ
り

ま
す
。

私
も
、
今
の
職
場
に
つ
い
て
「
内
向
き
」
の
傾

向
が
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
庁
内
で
の
調

整
業
務
」
が
非
常
に
多
く
、「
地
域
住
民
」
や
「
よ
そ
の

地
域
」、
さ
ら
に
は
「
海
外
」
な
ど
に
ど
う
し
て
も
目
が

向
き
づ
ら
い
。
現
在
、
自
治
体
も
「
S＊４
D
G
s
」
を
意

【派遣前】
会社員（事務職）

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎青少年活動・アジア・
　2013 年度派遣
▶︎小・中学生の日本語授
業の運営などに従事

【現在】
障害者支援施設に勤務

【派遣前】
高校の国語科教員

【協力隊】
▶︎現職参加
▶︎青少年活動・アジア・
　2014 年度派遣
▶︎中等学校の日本語授業
の運営などに従事

【現在】
高校に復職

【派遣前】
英会話講師など

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎青少年活動・大洋州・
　2014 年度派遣
▶︎子育てに関する啓発プ
ログラムに従事

【現在】
地方自治体に勤務

A さん（女性） B さん（男性） Cさん（女性）

A

帰国後の　と　を語り合う

第 ⑧回  青少年活動 篇

OB・OG
匿 名

座 談 会

理想 現実

28ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 829 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 8

＊1 ソーシャルワーカー…社会生活上の課題を抱える人を支援するために、本人からの相談に応じたり、福祉

サービスの提供機関に働きかけたりする業務（ソーシャルワーク）を担う職。

＊2 社会福祉士…「社会福祉士及び介護福祉士法」に基づき、ソーシャルワークの専門性が認定された人に与

えられる国家資格。

＊3 精神保健福祉士…「精神保健福祉士法」に基づき、精神障害者に対するソーシャルワークの専門性が認定

された人に与えられる国家資格。

＊4 SDGs…「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略。2015年9月の国連サミッ

トで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、持続可能な世界を実現する

ための国際目標。

C

　

帰
国
後
の
あ
ゆ
み

私
は
病
院
の
精
神
科
の
ソ＊
１

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
少
し
経
験
し
た
後
、
民
間
企
業
の
事
務
職

を
経
て
協
力
隊
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
教
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
協
力
隊
は
「
日
本

語
の
授
業
を
行
う
」
と
い
う
要
請
内
容
の
案
件
で
派
遣

さ
れ
、
現
地
の
先
生
が
行
う
小
・
中
学
生
の
日
本
語
授

業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
し
た

年
に
今
の
勤
務
先
で
あ
る
障
害
者
支
援
施
設
に
就
職

し
、
現
在
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
精
神
障
害

者
の
就
労
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
勤
務
の
か
た
わ

ら
、
専
門
学
校
の
通
信
教
育
で
社＊
２

会
福
祉
士
の
資
格
を

取
り
、
現
在
も
精＊
３

神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
た
め

に
専
門
学
校
の
通
信
教
育
で
学
ん
で
い
ま
す
。

私
の
派
遣
前
の
仕
事
は
公
立
高
校
の
国
語
科

教
員
で
、
協
力
隊
は
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度

に
よ
る
派
遣
で
す
。
協
力
隊
時
代
は
A
さ
ん
と
同
様
、

中
等
学
校
で
日
本
語
の
授
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
帰
国

後
は
、
派
遣
前
に
勤
務
し
て
い
た
の
と
は
違
う
高
校
に

復
職
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
英
会
話
講
師
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ

ッ
フ
な
ど
を
経
験
し
た
後
に
協
力
隊
に
参
加

し
て
い
ま
す
。「
青
少
年
活
動
」
の
職
種
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
の
活
動
は
子
ど
も
に
直
接
か
か
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
地
域
の
若
い
母
親
を
対
象
に
子
育
て
に

関
す
る
啓
発
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
こ
と
で

し
た
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、「『
地
域
』
の
中
に

入
り
込
ん
で
行
う
仕
事
は
楽
し
い
」
と
感
じ
た
こ
と
か

ら
、帰
国
後
の
進
路
に
は
地
方
自
治
体
を
選
び
ま
し
た
。

海
外
経
験
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
社
会
人
の
特
別
枠

で
の
採
用
で
す
。
就
職
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
観
光
と

国
際
交
流
を
所
管
す
る
部
署
に
配
属
さ
れ
、
主
に
姉
妹

都
市
交
流
や
海
外
か
ら
の
視
察
団
の
対
応
な
ど
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
ら
は
小
学
校
を
回

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
そ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
経
験
を
通

じ
て
実
感
し
た
の
は
、
学
校
が
学
外
の
方
々
の
力
を
借

り
る
こ
と
の
重
要
性
で
す
。
教
員
が
学
校
以
外
の
社
会

を
経
験
し
て
い
な
い
の
な
ら
、
学
外
の
方
々
に
学
校
の

運
営
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
を
知
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
り
す

れ
ば
良
い
わ
け
で
す
。

　

幸
い
、
日
本
で
は
各
校
の
教
員
が
よ
り
良
い
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
私
は
配
属
校
が
あ
る
県
の
「
国
際
理

解
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
会
で
、「
学
校
が
地

域
と
つ
な
が
る
こ
と
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
、
協
力
隊

経
験
を
踏
ま
え
た
考
え
を
述
べ
る
機
会
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
C
さ
ん
か
ら
「
協
力
隊
経

験
者
ど
う
し
で
協
力
し
て
い
る
」
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
昨
年
、
私
と
同
じ
県
で
教
員
と
し
て

働
く
協
力
隊
経
験
者
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
団
体
に

入
り
、
幹
事
役
の
ひ
と
り
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
業
の
協
力
隊
経
験
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ

と
で
、
研
鑽
を
積
ん
だ
り
、
社
会
に
な
ん
ら
か
の
働
き

か
け
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
だ
ろ
う
と
の

考
え
で
立
ち
上
が
っ
た
団
体
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ

「
協
力
隊
経
験
者
」
と
言
っ
て
も
、
考
え
や
価
値
観
に
は

違
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、広
く
緩
く
つ
な
が
り
な
が
ら
、

協
力
し
て
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
と
い
う

姿
勢
が
重
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

今
後
、
私
は
障
害
者
支
援
分
野
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
専
門
性
を
深
め
て
い
こ

う
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
や
は
り
海
外
で

暮
ら
し
た
経
験
を
生
か
せ
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思

識
し
て
事
業
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
に
あ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
各
国
の
自
治

体
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
に
も
目
を
向
け
な
が

ら
、S
D
G
s
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、S
D
G
s
に

含
ま
れ
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
目
標
を
地
域
住
民
の
生
活

の
中
に
具
体
的
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
作
業
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
課
題
意
識
を
共
有
で

き
る
同
僚
が
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
私
も
現
在

の
職
場
に
就
職
し
た
当
初
は
、
先
輩
職
員
か
ら
「
協
力

隊
に
参
加
す
る
決
断
を
し
た
な
ん
て
す
ご
い
ね
」
と
言

わ
れ
る
な
ど
、「
色
物
扱
い
」
を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「『
外
』
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
言
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
な
か
、
就
職
の
1
年
後
に
私
と
同
じ
特
別
枠
で
協
力

隊
経
験
者
が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
彼
ら
と

は
話
が
合
う
。
そ
う
し
て
彼
ら
と
と
も
に
、「『
外
』
に

目
を
向
け
る
こ
と
」
を
目
指
し
た
勉
強
会
を
有
志
の
同

僚
た
ち
と
と
も
に
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、現
在
は
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

協
力
隊
を
経
験
し
た
仲
間
が
職
場
に
い
る
の

と
い
な
い
の
と
で
は
、
違
う
の
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。
私
の
職
場
に
は
協
力
隊
経
験
者
が
お
ら
ず
、

協
力
隊
経
験
で
感
じ
た
こ
と
を
誰
と
も
共
有
で
き
な
い

た
め
、と
き
ど
き
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

「『
外
』
に
目
を
向
け
る
」
と
い
う
点
は
、
教
職

で
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
い
う
の

は
子
ど
も
た
ち
が
「
社
会
に
出
る
た
め
の
準
備
」
を
す

る
場
で
す
が
、
学
校
以
外
の
社
会
を
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
教
員
も
多
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
私
が
協

力
隊
に
参
加
し
た
の
も
、
国
語
の
教
科
書
に
「
南
北
格

差
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
章
が
出
て
く
る
の
に
、
私
自

身
が
途
上
国
の
社
会
課
題
を
実
感
で
き
て
い
な
い
の
は

い
か
が
な
も
の
か
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
A
さ
ん
の
よ
う
に
、同
じ

任
地
で
活
動
す
る
他
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
の
出

会
い
で
学
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
人
の
ボ

い
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

な
か
に
は
、
外
国
で
暮
ら
す
人
を
支
援
す
る
「
多
文
化

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
領
域
が
あ

り
、
在
日
外
国
人
の
増
加
と
と
も
に
、
日
本
で
も
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
こ
の
多
文
化

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
私
自
身
が
携
わ
っ
た
り
、
日
本

の
な
か
で
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
後
押
し
す
る
仕
事
な
ど
に
携
わ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
中
に
も
「
多
文
化
共
生
」
に
関
す
る

業
務
は
あ
り
、
私
も
そ
れ
に
携
わ
り
た
い
と
い

う
希
望
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
体
は
「
10
年
３

課
」
と
言
わ
れ
、
お
お
む
ね
3
年
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
に
異
動
し
な
が
ら
、
自
治
体
職
員
と
し
て
の
力
を

磨
い
て
い
く
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。
私
も
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
渡
り
歩
く
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
が
、「
与
え
ら
れ
た
環
境
で
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
、
精
一
杯
取
り
組
む
」
と
い
う
精
神
を
協
力

隊
経
験
で
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
糧
に
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
教
員
に
つ
い
て
「『
教
え
る
プ
ロ
』
か
ら

『
学
び
の
プ
ロ
へ
』」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
教
員
は
す
で
に
知
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、「
知
ら
な
い
こ
と
を
学
ぶ
経
験
」
を
自
分

自
身
が
積
み
、
そ
れ
を
伝
え
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で

す
。
私
に
と
っ
て
協
力
隊
は
ま
さ
に
「
学
ぶ
経
験
」
を

積
む
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
、
私
が
学
ぼ
う
と
考
え

て
い
る
の
は
「
転
職
」
で
す
。
日
本
で
も
「
転
職
を
踏

ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て

い
る
な
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
説
得
力
を

持
っ
て
語
る
た
め
に
は
、
自
分
が
知
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
か
ら
で
す
。
実
際
、
情
報
収
集
の
た
め
に
転
職

説
明
会
に
足
を
運
ん
だ
り
も
し
て
い
る
の
で
す
が
、
一

方
で
、
教
員
の
管
理
職
試
験
の
準
備
も
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
育
の
実
現
に
向
け
た
そ
う
し
た
「
学
び
」

は
、今
後
も
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

B AA

AB

C

CB



活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

crossroads@sojocv.or.jp

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第98回
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8

⑧ひっくり返し、袋口を１周縫ったら出来
上がり（仕上がり線は引いてないので、端
から3mm程度）。ステッチになるので好
きな色の糸で縫うとポイントになります！

⑦ひっくり返す口を５cm開け（ポケットの
反対側、持ち手の間）、袋口を１周ミシンで
縫い、ひっくり返す。

⑥表地を、❺の裏地の中に入れる。

6

ナビゲーター = さん（エジプト・手工芸・2017年度1次隊）ナビゲーター = さん
（ジンバブエ・陸上競技・2016年度3次隊）

アスレチックトレーナー

活動に役立つアイデア

　

好きな布でエコバッグをつくろう！②

知っトク情報

筋トレで健康に！

 大
だい

臀
でん

筋
きん

ストレッチとヒップリフト

　今号から4回連続で、筋トレとストレッチを紹介していきます。
筋トレなどを行うメリットは、場所・時間・道具を必要とせず、
運動量を確保できることです。運動を行わないと関節や腱が
硬くなり怪我などにつながることもあるので、紹介する運動を
日常に取り入れてみてはいかがでしょうか。

［用意するもの］（バッグの仕上がりサイズ：タテ38cm×ヨコ45cm〈持ち手55cm〉程度）

●定規
●線を引くチャコ（鉛筆や石鹸でも可能）
●ループ返し（持ち手作成で使用。なけれ

ば代用品でも可能）
●マチ針

●布…タテ80cm×ヨコ80cm程度を
2枚

●糸
●ミシン（なければ手縫い用の針）
●はさみ

単位＝ cm
本体 持ち手 ポケット

タテ ヨコ タテ ヨコ タテ ヨコ
カット
サイズ 79 47 58 5 37 22

仕上がり
サイズ 76 45 55 3 17

（13） 18

※好みのサイズでつくると
きは、「＊」の縫い代を仕
上がりサイズに足す

リバーシブルエコバッグのつくり方

　前号で紹介したエコバッグの応用編で、今回はリバーシブルの
エコバッグです。ポケットに本体を収納するとバッグの内側に使
った布が表に来るので、使用時と収納時は違った雰囲気を楽し
めます。工程は前号と同様に、①仕上がり線を引いた布をカット
する②持ち手をつくる③ポケットをつくる④本体をつくり、持ち

手とポケットを付けると４工
程で単純です。持ち手をひ
っくり返す道具 「ループ返
し」の代用品と、ミシンでま
っすぐ縫うコツもご紹介し
ます。

ナビゲーター = さん
（ホンジュラス・看護師・2015年度3次隊）

生活に役立つ技　

あるもので思い出の味

 ピロンDEミルク金時（ミルク金時アイス）

　ホンジュラスには、「ピロン」という、棒状のアイスがあります。
任地には大きなスーパーはなく、おやつは砂糖たっぷり、コレ
ステロールの高いスナック菓子などが主流で、あまり家庭でお
やつをつくる習慣はありませんでした。中南米ではフリーホーレ
ス （インゲン豆の一種、小豆と似ている）が毎日のように食事
に出ますが、塩などで味付けされたものがほとんどで、「小豆＝
甘い」という概念の日本人には意外でした。同様に、ホンジュ
ラス人には 「フリーホーレスを甘くするなんて！」という一種の
衝撃があるようです。物がたくさんはないからこそ、健康的に
いろんな食べ方を楽しんでもらいたくて、「ピロンDEミルク金時」
をつくりました。大した料理ではないのですが、簡単で日本の
昔ながらのアイスの紹介にもなりましたし、何より固定概念の
違いとそれを変えることの難しさも感じました。

②❶を冷蔵庫で冷やしたのち、プラスチ
ックのコップに適量入れる。その上にコ
ンデンスミルクを1カップにつき15ml（大
さじ1）入れる。

①フリーホーレスを水（分量外）にひと晩
ひたす。ひたした水を捨て、水、砂糖大さ
じ2を鍋に入れ、柔らかくなるまで煮る。

4 2

④冷凍庫で冷やして固まったら出来上が
り。現地の人は、最初不審がりながらも
食べてくれ、「おいしい」と「やっぱり無理」
と言う人の二手に分かれました(笑)

13

③砂糖大さじ2を混ぜた牛乳をカップの
3分の2程度のところまで入れ、木の棒を
入れる。

9

⑨【ポケット】に収納。ポケットをバッグ
の外に出し、ポケットのサイズに合わせ
て、バッグを折る。ポケットと反対側から
巻くように3回折り、ポケットの中に収納。

5

⑤【全体】を合わせる。ポケットを本体（裏
地〈表〉）の中心とポケットの中心に合わ
せて置き、ポケットの両横に持ち手を置く。
持ち手は、裏地側を本体の裏地に重ねる。
マチ針で止める。反対側の持ち手も同様。

①【カット】する。布の裏に「仕上がり線」
と「印線」をつけ、「カット線」でカットす
る。サイズは右表も参照。

【ポケット】をつくる。前号の❷〜❺を参
照（前号はウェブサイトで閲覧できます。
アドレスは35ページをご覧ください）。

4

④まっすぐ縫うコツは、ミシンにテープを
貼って、テープの端に布の端を合わせるこ
と。縫う場所が同じ場所になる。

3

2

③【本体】を縫う。表面を内側にして両脇
を縫う。表地と裏地両方縫う。

②【持ち手】をつくる。表地と裏地を内側に
重ね、仕上がり線をミシンで縫い、表に返
す（２本）。ひっくり返す道具がないときは、
竹串や割り箸のような棒に切れ目を入れて
代用。棒に入れた切れ目に布を挟みどんど
ん押し込むとひっくり返すことができる。

1【カット】

【持ち手】【全体】

【全体】

【収納方法】

【本体】【全体】

【本体】

【全体】

［材料（4個分）］
●フリーホーレス（黒インゲン豆、レッドキ

ドニービーンズなど）…100g
●水…250ml （豆によって調整）
●砂糖…全部で大さじ4

●コンデンスミルク…60ml（大さじ4）
●牛乳…800ml
●容量250ml程度のプラスチックコッ

プ…4個
●木の棒…4本

7

ミシンでまっすぐ縫うコツ

❶四つん這いになり片方の膝を約90度曲げる。
❷肘を肩の下あたりにつき骨盤を前傾させる。
❸伸ばしている方の膝は少し曲げておく。

❶膝は肩幅に開く。

❶腰は反りすぎないように。
❷お尻にエクボができるくらい力を入れる。
❸太ももの前がストレッチしている。

0

1

2

大臀筋ストレッチ→ヒップリフト（10回×3セット）

この筋肉にきく！
A.大臀筋…お尻のメインの筋肉で、歩行や走る動作など
すべての日常動作に関係する。
B.大腿二頭筋（だいたいにとうきん）…歩行や走る動作
などの日常動作に関係。硬くなると腰痛の原因に。
※痛みや違和感がでる場合には中止してください

まずは、
ストレッチ。

仰向けになり
膝を立てる。

かかとで
地面を押す。

2秒で上げ、上で2秒キープ、
2秒で降ろす、10回3セット。

30秒交互に
1セット。

A

B

ポイント

ポイント

ポイント

カット線

仕上がり線

折り線

印線

47cm

79
cm

1.5
cm

【本体】×2枚
（表地1枚、
 裏地1枚）

1
cm

1
cm

＊

＊

1.5
cm

＊

＊

22cm

4cm

2cm

26
cm

＝

＝

【ポケット】
2cm 2cm＊ ＊

＊

＊

58
cm

5cm

1cm
【持ち手】
×4枚

（表地2枚、
 裏地2枚）

＊

1.5
cm

＊

1.5
cm

＊ 1.5
cm

＊

Ⓐ

上から
見た図

ポケット

持ち手

持ち手

縫う

テープ

ループ返しの代用と使い方

縫う縫う 縫う

切
れ
目

マチ針

表地（表）表地（裏）裏地（表）裏地（裏）

表地

（裏）

裏地

（裏）

裏地（裏）

裏地（裏）

表地（表）
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連絡先やURLの記載がないイベントの詳細は、開催場所の国内拠点のウェブサイトをご覧ください。https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/index.html

JICAやその関連団体が主催・共催・後援などをする
JICA海外協力隊関連のイベントをご紹介します。隊員関連イベント情報

コーヒーファンに向けたセミナーで
青年海外協力隊OGが活動を報告
　7月15日に愛知・名
古屋市のJICA中部で、
一般のコーヒーファン
向けに全国で定期的
に開催されているセミ
ナー「コーヒーサロン」
が行われました（共催：
JICA）。このセミナー
で、ルワンダのコーヒー農園で現地の生産者に対して栽培
技術の指導などを行った さん（ルワンダ・コミュ
ニティ開発・2016年度4次隊）が活動を報告しました。
 「コーヒー危機とSDGs」をテーマに行われた同セミナー
には70人以上が集まり、参加者からは「玉田さんの活動発
表に感動した。多くの若者が青年海外協力隊に参加し、海
外を体験してほしいと強く願う」といった感想が聞かれま
した。

現地の活動について話す玉田さん

協力隊の職種ご紹介します！
「職種NAVI」の開催

　7月14日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで、職種に特
化した応募勧奨イベント「職種NAVI」が開催されました。

「協力隊に興味はあるものの、自分に合った職種がわから
ない」「自分の経験が現地でどんな風に役立つのか、イメー
ジすることが難しい」と悩む参加者に向け、人気職種の技
術顧問による応募に向けたアドバイスや、協力隊経験者に
よる活動報告、個別相談（進路相談カウンセラーのカウン
セリングや現職参加相談窓口も含む）が行われました。
　全国各地から集まった参加者は、「顧問の先生や実際に
参加された方のお話を聞いて、派遣のイメージが湧きまし
た」「海外で自分の力を生かしたいという思いが強くなりま
した」といった声が多く聞かれました。次回は9月14日（土）
に、神奈川・横浜市のJICA横浜で開催予定です。詳細は
以下のウェブサイトをご覧ください

▲

JICA海外協力隊ウェブサイト「各種説明会情報」
　https://www.jica.go.jp/volunteer/seminar/place/

2017年度1次隊帰国者数（2019年6、7月帰国／予定）

青年海外協力隊 209人（53カ国）

シニア海外ボランティア   9人（6カ国）

日系社会青年ボランティア 23人（4カ国）

日系社会シニア・ボランティア   5人（3カ国）

選考日程
（予定）

一次合否通知 11月中旬～下旬

二次選考 12月初旬～中旬

二次合否通知 2020年2月4日

2019年度1次隊派遣者数

青年海外協力隊 304人（62カ国）

シニア海外ボランティア   2人（2カ国）

日系社会青年ボランティア 24人（2カ国）

日系社会シニア・ボランティア   1人（1カ国）

派遣者数と帰国者数
　2019年度1次隊の派遣者数、2017年度1次隊の帰国者
数はそれぞれ次の通りです。

　衛生状態の芳しくない派遣国での食生活では、食中
毒による腹痛や下痢などの消化器症状のリスクが高
まります。特に気温と湿度が高くなる夏は、細菌が増
殖しやすく、細菌性の食中毒が発生しやすくなるでし
ょう。食中毒の原因となる代表的な細菌には次のよ
うなものがあります。
カンピロバクター
肉類に付いている細菌で、特に鶏肉に多く、生の肉を食した
り、加熱が不十分だったりすると、食中毒を起こします。ロー
カルレストランでお肉を注文するときもぜひ「Well done（ウ
ェルダン）」でしっかり焼いてもらいましょう。
黄色ブドウ球菌
人の皮膚に住んでいる細菌で、通常は無害ですが食品に感
染して増殖し、食中毒を引き起こすことがあります。　　
サルモネラ菌

主に卵や鶏肉が感染源です。鶏卵中に一定の確率で混入
しているため、よく加熱されていない卵を食べることは
控えましょう。派遣国でのTKG（卵かけご飯）は禁物です。

　食中毒の原因菌が付いた食品を食べると、細菌が腸
内で増え、腹痛、下痢、吐き気、嘔吐、血便、発熱とい
った症状が現れます。
食中毒を予防するためには……
調理の前や食事の前にはしっかり手洗いし、細菌を食べ
物に付けない。
細菌の増殖しやすくなる高温多湿を避け、食材は早めに
冷蔵後/冷凍庫に。
75℃で1分間以上加熱することで多くの細菌は死滅する
ため、食材はしっかり火を通す。

　細菌を「付けない、増やさない、やっつける」。この
3原則を念頭に、食中毒に十分用心しましょう。

食中毒にご用心

健康管理員より　健康管理コラム
心身共に健康に2年間を過ごすために

　7月4日、帰 国
したJICA海外協
力隊への外務大
臣感謝状授与式
が、東京・新宿区
のJICA市ヶ谷ビ
ルにおいて開催
されました。授与
式には、帰国した

JICA海外協力隊74人が出席し、 外務大臣政務官
から感謝状を授与されました。来賓として「日本の国際協
力　特に青年海外協力隊の活動　を支援する国会議員の
会」（JICA議連）に所属する 衆議院議員のほか、

衆議院議員、 衆議院議員、また現職参
加の帰国隊員の所属先代表者も参加され、 JICA
理事長も参加しました。
　授与式では、鈴木外務大臣政務官に「それぞれの国で、
それぞれ出会った方 と々信頼関係を築いたことは、草の根
外交官として日本と途上国、世界との信頼関係の礎となっ
ているということに感謝しています。それぞれの体験を次
の世代の人たちに発信し、伝えていってください」との言葉
をいただきました。次に隊員代表として、 さん（カ
ンボジア・小学校教育・2017年度1次隊）があいさつし、「現
地の人と、文化や言葉の壁を越えて喜怒哀楽を共有できる
JICA海外協力隊を心から誇りに思います」と活動を振り返
りました。授与式に続いて行われた懇談会では、

さん（日系SV・ブラジル・高齢者介護・2017年度派遣）、
さん（モルディブ・小学校教育・2017年度1次隊）

が活動を報告しました。

JICA海外協力隊への
外務大臣感謝状授与式・懇談会を開催

▲

JICA海外協力隊ウェブサイト「募集情報」
　https://www.jica.go.jp/volunteer/application/

2019年秋募集応募は8月20日から
　2019年秋募集の応募受付期間は8月20日から9月29
日までです！　広く職種で応募する「一般案件」と一定以
上の経験・技能が必要な個別案件へ応募する「シニア案件」
があり、いずれも20 ～ 69歳の方が対象です。健康診断受
診費用は一定額の補助があります。詳しくは、以下のウェブ
サイトをご覧ください。

学生・教員のための
SDGsワークショップセミナー

持続可能な社会をつくるための「つくる責任・つかう責任」を共に考
えるセミナー。ファシリテーターは国際協力推進員（滋賀県）の山本
康夫さん（ケニア・青少年活動・2014年度1次隊）です。

8月
22日

いつ？ 	8月22日（木）10:00〜16:30（申込締切：8月20日〈火〉）
どこ？ 	KYOCA京果会館	3F	HACOBA（京都府京都市）
詳細 	「JICA関西」ウェブサイト内「イベント情報」をご覧ください。

世界ふれあいひろば2019
観て食べて交流して、世界のとびらを開こう！

開発途上国から来日中のJICA研修員や、札幌市国際交流員と交
流できるこのイベントも今年で17回目！　青年海外協力隊ブースや
国際協力関連のNGOのブース、屋台も出展します。

8月
31日

いつ？ 	8月31日（土）10:00〜15:00
どこ？ 	JICA北海道（札幌）（北海道札幌市）
その他 	民芸品があたるスタンプラリーも実施します！

TICAD7関連イベント
協力隊事務局もブースを出展します！

北海道

京都神奈川8月
27〜30日

＜青年海外協力隊事務局ブース＞
いつ？ 	8月27日（火）〜30日（金）
どこ？ 	パシフィコ横浜アネックスホール（神奈川県横浜市）

　JICA青年海外協力隊事務局ブースでは、現
在アフリカ各国に派遣されている隊員の活動
を紹介予定です。また、「スポーツと開発」をテー
マに作成された動画もお披露目されます！
　さらにTICAD7開催前日には、前夜祭イベ
ントとして「BON	for	AFRICA（http://bon-
africa.org/）」が開催されます。世界各国の人々
と一緒に盆踊りを踊り、世界平和のメッセージを伝えます。アフリカ
音楽やダンスパフォーマンス、そして熱気あふれる盆踊り！　夏の暑
さを忘れる盛りだくさんの内容です。協力隊OVも参加し、祭りを盛り
上げます。協力隊事務局ブースにもぜひお立ち寄りください。

＜BON	for	AFRICA＞
いつ？ 	8月27日（火）17:	00 〜 20:00
どこ？ 	「象の鼻パーク」Aゾーン（神奈川県横浜市）

隊員代表のあいさつをする大石さん
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募集中のお題

「おまじない」「原動力」「質問」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

　 行ってみるまでわからない
派遣国では、スーパーに欲しいものが欲しい
ときに置いてあるということは稀である。ニ
ンジンを買いに行った日に限ってニンジン
だけないなんてこともざら。そんな環境だ
からこそ、毎日買い物に行ってから買う物を
決めることに慣れ、そのくじ引きのような感
覚が逆に癖に。これも楽しく生きる知恵かも。
色んなものがあると逆に迷ってしまうよう
になりました。

ペンネーム：カトンゴレさん（男性）
協力隊員（中南米・数学教育・2018年度派遣）

　  この国のお祝い
祭りや祝いごとがとにかく好きな人が多い、派
遣国。結婚式や誕生日はもちろん、新居祝いま
で大盤振る舞い。新しく家を建てた人が、ご馳
走を用意してたくさんの友人を招きます。そ
して招かれた友人がさらに友人を呼ぶことも
当たり前。現地で知り合ったAさん「ご馳走も
らえるから行こうよ！」  私「そのホストの人
知らないし……」  Aさん 「ノープロブレム！」  
いや、あなたとも初めて話したんですけど……。

ペンネーム：野菜マシマシさん（男性）
協力隊員（アジア・コミュニティ開発・2018年度派遣）

持続可能なエネルギー
「うんち～」と聞くだけで日本の小学生は笑う。子どもを笑顔にする偉大な言葉だ。それはこの国では、もっと
偉大なのだ。なぜなら、遊牧民の生活に必要な燃料になるからだ。大自然の中に馬・牛のそれはあり、乾燥して
おり臭いもない。そのため子どもたちは、「ここにもある。あ！ あそこにもあるよ」と言いながら顔よりも大き

いそれを私に見せてくれた。この燃料は、彼らの生活と子どもたちの笑顔をつくる持続可能なエネルギーだ。

ペンネーム：広島風お好み大好きさん（女性）　　協力隊員（アジア・小学校教育・2018年度派遣）

　  日曜日
朝8時、教会から聞こえる大きなスピーカー
音とお祭りのようなどんちゃん騒ぎ、そうだ
今日は日曜日。普段は、鶏の鳴き声、日曜日
は、生徒の「エーメン」の声が目覚ましのア
ラーム代わりな生活もいつの日か恋しくな
る日が来るかもしれない。このユニークな
アラームに助けられ、寝坊したことは1度も
ない。この国は、朝が苦手な人々の救世主に

なるかも……。

ペンネーム：鶏の友達さん（男性）
協力隊員（アフリカ・体育・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

お題 ▶︎ 生活の知恵

イラスト＝牧野良幸

★ ★
★ ★★★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？



一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室

crossroads@sojocv.or.jpeメール

今月の相談
（就活編）

進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役
に、進路・就活の悩みなど、いつでもご相談ください。

よくある相談に進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役がお答えします。

ご意見・ご感想をお聞かせください
今号をお読みになり、どのようにお感じになりましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。また、
今後取り上げてほしい企画や特集のテーマ、ご紹介いただけるアイデアがございましたら、下記
のメールアドレスにお送りください。

令和元年8月号［第55巻第7号 通巻649号］
発行日　令和元年8月1日

【お詫びと訂正】
2019年4月号12ページに掲載されている さんの肩書きに誤りがございました。読者の皆様、関係者の皆様に
ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正させていただきます。
誤）元東京国際大学講師
正）元東京国際大学非常勤講師

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25 
二番町センタービル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

35 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 8

　環境は日々変わっていくので、「さあ、動き
出そう」と思ったとき、すぐに行動できるよう
に、以下のような準備をしておきましょう。
①活動の振り返りとともに、その活動を生涯
の仕事として捉えてみる…活動を仕事に生
かすのか、新分野へ向かうのか、キャリアの
整理ができてきます。
②環境の変化に敏感になる…新聞やネット
でビジネス系の記事を読む、人と会ってナマ
の情報を得るなどしてみましょう。
③将来のキャリアプランを「可視化」してみ
る…5年後、10年後、30年後のあなたはどう
なりたいか、を逆算して考えてみましょう。
④期限を切る…◯月△日から動き出すなど
目標期日を設定することも大切です。

　帰国してから3カ月経ちましたが、まだ自分
のやりたいことが見つかりません。しばらくの
んびりしたいのですが、焦りもあります。

●経歴：1977年より県立学校教諭。
2015年退職まで約30年間県高
文連国際・ボランティア専門部を
指導。研修受講生等関係者から多
数の青年海外協力隊員を輩出。そ
の間、九州地区国際研事務局長・
全国国際研常任理事等を歴任。現
在も、ボランティア協会・ユネスコ
協会等で活動中。18年7月より宮
崎県青年海外協力隊を支援する会
事務局長。18年5月より現職。

さん（青年海外協力隊相談役）
担当地域：大分・宮崎・鹿児島
 

『楽しかった修行』、帰国した隊員のひと言。国内において
は、残念ながら海外でのボランティア活動（国際貢献活動）
を実務経験と捉えない側面もあります。そういう中でこそ、

「Make a Difference！」＝新たな価値ある変化を創り
だす必要がありそうです。異文化社会の中で培われた幅広
い視野と貴重な体験は、意外と地方や地域社会の中で発揮
できるのかもしれません。協力隊で得た「自信」がこれから
の仕事の土台となるはずです。グローバルな視点を持った

「フロンティア “人財”」として、「新たな修行」の一歩を南
九州の地で踏み出し、人生の扉を切り拓いてみませんか？
I・J・Uターンを含めて相談してください。

さん（青年海外協力隊相談役）
担当地域：沖縄

 

●経歴：沖縄県監査委員事
務局長、同土地開発公社理
事長等を経て、2014年度よ
り進路相談カウンセラー、今
年度より現職。沖縄県協力
隊を支援する会副会長兼
務。

各国でご活躍の隊員の皆さん、お元気ですか。もう現地の食べ
物や言葉に慣れましたか。カウンターパートや同僚との関係はう
まくいっていますか。経済的に恵まれた先進国が、発展途上にあ
る国々を支援することは当然のことであります。
隊員の皆さんは、日本の人々を代表して、それぞれの派遣国にお
いて、いろいろな課題を抱えている人々に実際に寄り添い、手を
差し伸べておられます。その活動は、誠に尊いものであり、心か
ら敬意を表するものであります。そのような皆さんの帰国後の支
援策の一環として相談役が設置されています。是非ご活用して
頂きたいと思います。なお、沖縄センターの相談室は、美しい庭
に面していて進路相談するのに絶好の環境にあります。帰国後、
連絡をお待ちしています。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

Q. 方向が定まらず	 気持ちが焦ってきました。

A.  焦る必要はありませんが、　　　準備をしておきましょう。

就職・進学を始め各種情報の提供など帰国隊員の進路決定までをサポート

JICA	進路相談カウンセラー／
	青年海外協力隊相談役の紹介
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今月号の表紙
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文＝ さん
（ホンジュラス・青少年活動・2016年度2次隊）
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体育の授業で体操を行うために整列をさせる嶋本さん（左端）

チームティーチングに応じてもらえず、
任地が嫌いになっていました。

文＝ さん

▶︎マラウイ
▶︎青少年活動
▶︎2017年度2次隊

■  PROFILE
1993年生まれ、岐阜県出身。国
士館大学体育学部を卒業後、
2017年10月、協力隊員としてマラ
ウイに赴任。19年10月に帰国予定。

■  活動概要
マンゴチ教師研修センター（マン
ゴチ県マンゴチ市）に配属され、
小学校の「表現芸術」（音楽や体
育、図工などを行う授業）に関す
る主に以下の活動に従事。
●現地教員とのチームティーチン
グを通じた指導力向上支援
●音楽の基礎知識の指導
●指導法を伝える教員向け研修
会の開催

　私はマラウイ南部のマンゴチという町に住んでいま
す。ヤシの木やバオバブの木が生え、常夏の景色が綺
麗なこの町に住めることを、赴任当初は嬉しく感じて
いました。しかし、思い描いていたイメージとは違う現
実に悩まされ、次第にマンゴチが嫌いになっていきまし
た。
　私の配属先は、学校の教員を対象に研修などを行
う機関。音楽や体育、図工などを行う「表現芸術」と
いう授業について、現地の小学校教員の指導力向上
を支援するというのが要請内容でした。ところが、彼ら
に「チームティーチングをしましょう」と呼びかけても応
じてもらえず、やる気が感じられなかったのです。さら
に、町で住民に人種差別的な言葉を浴びせられること
もあれば、配属先の人たちに意見を真剣に受け止めて
もらえないこともある。そうして、家から出ることすら苦
痛になっていきました。
　それでも、巡回先の小学校では教員たちに挨拶を
し、彼らと会話することを怠らず、「一緒に授業をしませ
んか」と粘り強く声をかけ続けました。その結果、ようや
くチームティーチングを受け入れてくれる教員が見つか
り、活動が軌道に乗り始めます。そこに至るまでに6カ月
かかりました。
　その後、多くの教員たちと、たった35分間の授業の
計画を何時間もかけて一緒につくりあげていけるよう
になりました。「サギリから学びたい」「教員研修をして
くれ」と声をかけてくれる教員も増え、「教員たちはや

る気がない」という着任当初の認識が間違えだったと
わかっていきました。
　教員たちの家に呼ばれ、ご飯をご馳走になる、ある
いはマーケットのお母さんたちと他愛のない会話を楽
しむ——。今では、そんな時間がこのうえなく心地良く、
マンゴチは帰ってくるたびにほっとする、大好きな場所
になりました。

アクセルもブレーキも、
踏むのは自分自身！

　挑戦してみなければ、「失敗」も「成功」もなく、「悲
しい」も「嬉しい」もありません。ときにおおいに悩
むのも良いと思いますが、その後は行動！ そうして
初めて何かが見えてくるはずです。与えられた環境
で、どこまで進めるかは自分次第です！

YELL !!

CROSS YELL !!
—先輩隊員からの置き土産—
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